都市の概念 : その総合的検討のために : 各論8(補論) by 千葉 正士
都市の概念・各論8C補論) 119 
都市研究報告51，1975 
都市の概念
一ーその総合的検討のために一一
各論 8(補論〉
千葉正士
目
はじめに.................・H ・..…...…・-……・・・・・・……・ 119
~1 日本史関係...…-……・…・…..................・ a・121
1. 古代・中世の都市-……・……一豊田 武… 121
2. 近世の都市…・・'"・H ・.....……・原田伴彦..123 
3. 日本の都市の特色-…・・・……・・西川幸治… 124
a2人口論関係………………・・・…H ・H ・..... 126 
1. 都市の人口学的基準…......・H ・.館 稔… 126
2. 人口の都市化…..........一…K・デーヴィス… 128
3. 都市人口の統計上の諸定義…・・・国連統計局… 130
a3環境論関係…・…………….....・H ・....…・……..132 
1. 自然環境…-…・…....・H ・.・H ・・中野尊正… 132
2. 都市の気候….....・H ・-大後美保・長尾隆..134 
3 生物環境....・H ・........・H ・..宮脇 昭… 137
~4 社会医学関係……・……・・-…一...…・・….... 139 
次
まえがき……・・・H ・H ・..……・・……...・H ・...・H ・.139 
1. 都市と衛生問題・H ・H ・...・H ・-…森林太郎… 140
2 都市保健の性格….....・H ・..・H ・-藤原九十郎… 141
3. 都市の医学….....・H ・…・…・・…湯浅謹而… 142
4. 都市の市民と医療…・・………・・・羽仁五~~... 144 
a5文明論関係・・H ・H ・..・H ・.....…・・…・…・・………..145 
まえがき・……….，.・H ・...……………・・…....・H ・.145 
1 ヘレニズムの都市国家......・H ・・トインピー … 146
2 一国の首都……H ・H ・.......…・…幸田露伴… 148
3. 都市の個性一-…-・・…・…一-加藤周一… 149
4. 脱都市時代・……...・H ・.M・M・ウェーパー… 151
5. 都市と国際システム…K・ボー ルデ、イング… 152
6. 都市の記号学・.....・H ・.…H・1レフェーブyレ… 153
はじめに
1. 各論の1から 7までの7編にまとめられたもの
(6， 7編は未発表)が，われわれ研究グループ。が各専門
領域にわかれて分担集録した成果である。これを通観し
てまず感ずることは，それぞれごとに取扱い方に若干の
不揃いがあったことはやむをえなかったとしても，内容
が，当初予想したよりもはるかに豊富であったことであ
る。各領域の担当者が心がけたことの重要な 1点は，そ
れぞれの専門の深奥なエッセンスを事こまかに解説する
ということよりも，他の領域で都市を考える人たちに少
なくともこれだけは知っていてほしいと願わざるをえな
いポイントを要約することであった。したがって，各担
当者は，材料をいかにして集めるかというよりも，それ
をいかに選択し整理するかに苦心したはずである。その
結果，各担当者は切捨てざるをえなかったものに深い心
残りを持ったにちがいない。それほど，各論は切りつめ
られていた。
しかしそれでも，できあがった原稿の分量は，はじめ
の予定の倍近くにもなってしまった。そのことが，内容
の豊富さの一つの要素であることには間違いがないが，
その意味にはもっと重要なものがある。それは，これだ
け切りつめられた各領域からの報告によっても，都市概
念が，各領域で個人個人が考えていたものよりはるかに
ゆたかで複雑なものであったことが，はっきりと知らさ
れたことである。そのことはさらに，一つには，概念そ
のものが，じつは多面多様なものとしてすでに構成され
ていたので，たりなかったものは，これを総合的なもの
として再構成する努力であったことを，意味する。そし
て二つには，当然のこととして，この概念の指示対象で
ある都市の実体が，まさにこの総合的概念以上に複雑で
ありゆたかなものであるべきことが，確認されねばなら
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なかったことである。
以上のことを知りまた確認したとおもうと，われわれ
は，このような研究をおこなってけっしてむだではなか
った，いな，よかったのだ、という確信をもつことができ
る。だが，この確信は，一歩すすんで総合的な都市概念
を再構成する努力をさらに払い，そしてその結果が示唆
的であることが証明されないかぎりは， J単なる空想、に終
るおそれがある。ここでわれわれは，はじめの総論で提
起したような，都市の実体を忠実にシンボライズする総
合的概念を再構成する試みの，準備ができたば、かりでな
く，そのうえにそれをおこなって結果を提出する責任を
課されていることを，知るものである。
それが，本編につづく結論(都市研究報告47としてす
でに発表ずみ)の果そうとする作業である。だがその前
に 7編の各論によってその準備がはたして完了したか
を，念のため検討しておかなければならない。
2. まず，各編の内容は，各領域における学問の伝統
に忠実に立脚し，その基本的方法論にしたがい，問題を
追求した結果の産物であれその意味ではオーソドック
スな研究の成果である。およそどんな学問も，オーソド
ックスな研究を本格的におこなう態度に欠けるものがあ
れば，成立するものではない。よって，これまでの各論
の成果は，全体としてみると，この不可欠な要件を，わ
れわれの研究にかなえさせてくれたものとして，また，
今後の発展をはかるときには，それがどのような方向の
ものであれ，そこから出発してあやまりない基礎を提供
してくれているものとして評価されるべきである。だ
が，それは必要条件の基礎をみたすものであっても，は
たして十分条件をみたすものかと考えなおすと，われわ
れは，内心の希望的観測に反して，これを肯定すること
ができない。
まず，当初の企画においては調査すべき領域として期
待されていながらそれができないでしまった領域があ
る。その 1は，法学・政治学における外国文献である。
これについては，専門的な担当者の協力がえられなかっ
た以上やむをえなかったとしても，比較のための基礎的
資料だけは提供せねばならないという考えにより，概説
書ないしレファランス文献に基づいて概観がなされた次
第である。これを補充する必要はあるのだ、が，本研究の
編者が今それをすることはできず別な機会を期待するほ
かない。もう 1つは歴史学における日本史関係である。
これが欠けたことの責任は，担当者をえることができな
かった本編者に帰するだけに，本格的な調査はやはり別
な機会を待つほかないとしても，基礎的資料の 1端を提
供することは，編者の逃れられぬところであろう。
つぎに，当初の企画において初めから 6班7分野の調
査対象の外におかれた， 1.-かしじつは看過してはすまさ
れないと当初より考えられていた領域があった。その1
は人口論関係であり 2は環境論ないし公害論の関係、で
あり 3は社会医学ないし疫学の関係である。これらの
諸領域は，当初の6班 7分野に比べるならば，その専門
家も少なく，したがって従来蓄積された成果もそれほど
多くはないか，あるいは比較的最近あらたに発展したも
ので学的体系がまだ形成されていなし、かという性質のも
のである。種々の限界のもとに出発した本研究の当初の
企画においてそれらがとり入れられていなかったのはや
むをえなかったとしても，現在における，そして将来に
対するそれらの重要性を考えると，それらを全然無視す
るわけにもゆかない。これらについても，基礎的資料の
せめて一端なりとも提供すべきだと考えられた。
その種の領域はほかにもあげられないわけではないだ
ろう。しかし，それを探索するよりも，われわれの目的
のためにもっと有益かつ必要とおもわれたものは思
想としての都市論」である。われわれの共同研究は，本
来「科学としての都市論」の総合的理解を目的としてき
た。しかしながら，現実の存在としての都市は，つねに
これに具体的にかかわる無数の人びとの広義における都
市の「思想」に対して，その中において，あるいはそれ
に関して，意味をもっ存在で、あった。その意味方~， "過去
の都市を作りあげ，現在の都市を悩ませ，そして将来の
都市を待望させる重要な，場合によっては決定的な要因
である。この「思想」の意味は，科学少なくとも現代の
科学の段階では明確に把握も説明もしにくいものである
かもしれない。けれどもわれわれは，だからといってそ
の不存在や無;立味を断定することがきない。反対に，
「思想」の広味を把握し説明する一一あるいはその一部
を反証する ための努力を忘れてはならない。その努
力は時に常識論であり，場合によっては空想論にとどま
ることがあるかもしれないとしても，そのような結果を
さけるための注意をはらいつつ，すくなくともそれを探
究してゆく必要を示唆することは必要であろう。その内
容は，形のない多様なものだが，ここではかりに「文明
論」の名で，せめてその問題の所在を示す資料を提出し
たいとおもう。
3. 以上のように考えて，日本史・人口論・環境論・
社会医学・文明論の 5領域乞各論の最後に補論として
追加することとした。補なうべき領域も文献も，もとよ
りこれにつきるわけではない。むしろ，これは補論のは
じまりであれ今後いろいろの機会に研究者がこぞって
協力するのでなければ完結しないのが，この補論であ
る。この補論は，どこまでも，現在可能な範囲で当初の
研究企画を補なう性質のものにとどまる。
この補論を構想し作成したのは本筆者であるが，どの
領域にも「しろうと」である筆者には，じつは荷に余る
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仕事であり，多くの人の教示をえなければならなかっ
た。共同研究のメンパーにはもとよりであったが，メン
ノ{-外でも研究会・講演会などの折に示唆を与えてくれ
た方が少なくなかった。それらのすべての方に対して，
筆者は感謝の念をささげたいが，とくに曽田長宗(前国
立公衆衛生院長〉と前田信雄(国立公衆衛生院社会保障
室長〉との両氏の名をここにあげておきたい。両氏は，
筆者の要請に応じ，社会医学の領域について教示と資料
を提供してくださったからである。もとより，ここに引
用された諸文献の原著者・訳者の方々に対して謝意をい
だくことは，言うまでもない。ただ，いずれにしても，
本稿は筆者の意図により企画され作成されたものである
から，本稿の責任は， トインビーに関する記述以外は筆
者にあることを，念のため記しておく。
最後に rしろうとJである筆者がこのような，いわ
ば大それたことをする理由を記しておきたい。科学はも
とより専門家だけのなすことのできる作業である。しか
し都市の科学は，従来の都市研究の専門家の常識によっ
ては処理できない問題に着眼し，それを専門的な学的体
系にこれから構成しようという端緒の時期にあれ今そ
の業が進行中である。その専門家はまだ判然と確立する
にいたっていない。むしろ，現代の都市研究者は，後世
都市科学が確立するに至った時の状態から見るならば，
すべて「しろうと」か，それに近いのではなかろうか。
したがって現在都市の科学を志す者は， rしろうと」で
あることが当然であり，ゆえに rしろうとJより一歩
出て専門家にすこしでも近づくか，それとも依然「しろ
うと」でとどまるかを区別するため，いや他の者によっ
て区別してもらうための検討材料を，みずから提出する
資格と責任とを同時にもつのではなかろうか。科学と
は，そういうプロセスをとる無数の人が埋もれてゆくこ
とにより初めて発展するものと考えられる。以上が，筆
者がこれをあえて試みる理由である。
~ 1. 日本史関係
1. 古代・中世の都市 豊田武
著者は東北大学名誉教授(1910- )。本稿使
用書は『日本の封建都市』岩波全書， 19520 
(1) 古代都市
平城京と平安京という古代国家の首府であった「都市
は強力な中央政府の首都として建設せられただけに，東
洋的古代都市ともいうべき洛陽や長安の都市様式に独特
の創案を加えた整然たる組識をもっている。全国から上
る収入の幾割かが都市活動の上に投ぜられ，奈良より平
安へと人口も集積して行った。しかし何と云っても奈良
及び平安の都市は唐の洛陽・長安にならう一種の紙上計
画であったため，都市区域の半ばは耕地によって占めら
れ，その聞に衆落が点在していたに過ぎない。そこでは，
手工業及び商業は賎業と見なされ，奴隷・婦女子がこれ
に従事し，一般の公民は，商業・手工業よりも，むしろ
農業をもって，彼等にとってふさわしい住事と考え，ま
た考えさせられていた。こうした平城京や平安京には，
はじめはただ貴族官僚とその隷属者のみが生活し，市に
物売る行商もみな何等かの形で官僚や貴族に隷属してい
たのである。
従ってかかる市民なき都市は，支配者の意志によって
どんなにでも豪華に建設されるが，また支配者の意志に
よっていつでも荒廃にゆだねられてしまう。平城京も遷
都と共に衰微し，平安京もまた貴族の意志によって，次
第に東方に片寄って発展した。こうして律令制に基づく
都市計画は，中央政府の衰頚と共に全く崩壊してしまっ
たのであった。J(豊田 1952:8ー の
荘園制下律令制のもとに発達した京都・奈良・宇治山
田・鎌倉の諸都市は，性格の違いはあるが，共通点は，
「荘園領主とその家臣，及びこれに仕えて種々の雑用をつ
とめる使用人の群によって構成され，中間層たる市民が
多く現われていないことである。商工業者といっても，
じにん 〈 ごにん
それは荘園領主に隷属する神人・供御人(天皇日常の食
物を献納するもの〉・羅道の輩であり，決して独立の人格
を有する市民なりということはいえない。この点，専制
君主の意のままに改廃せられた古代都市の影響を受け，
それと同様な「市民なき都市」ということも出来よう。」
(同書:12) 
(2) 封建都市
i 成立
「都市もまた封建制の成長と共に，漸くそれと対立す
る勢力として現われ，やがて集権的封建制の確立に重要
な役割を果すようになった。
この封建都市の成長について，何よりも注意せねばな
らぬことは， (1)都市人口の集中を可能ならしめた社会的
な余裕と， (2)農業と工業の分離，商品交換のための市場
の発達とである。J(同書:12ー 13)
「しかしこのような市場の発達と都市の勃興にも，そ
れを促した契機の種類によって，各種の型を生じたこと
は否み得ない事実である。その中でも注意されるのは，
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まず門前町，宿場町と，港町であり，続いて城下町の成
立であった。J(同書:16) 
1 規模と形態
「当時の都市は，未発達な交通運輸の状態によって著
しく制限され，その人口も大なるもので1万乃至2，3 
万に過ぎなかった。鎌倉・室町を通して最大の都邑であ
った京都について，天文17年(1548)の耶蘇会士の『日
本通信』には， I京都の戸数9万を越ゆJと記し， Iこれ
を見たるポルトガル人等は，みなリスボンより大なりと
云へり」と述べているが，寛永11年(1634)の戸数が3
万5千，人口1万である点より考え，天文頃の人口は大
きく見積って5-6万のところではなかろうか。しかし
同じ通信に博多は 1万，山口も l万以上と記しているか
ら 1万内外の都会は相当あったらしく，これを15世紀
の欧州都市に比較すれば，その調密の度において，却っ
て彼にまさるものがあったのではなかろうか
市民の居住地域は江戸時代程整然たる組織をもってい
ない。商工業的要素の外に耕地の散在する田園情趣豊か
な農耕都市であった。都市は依然として村落的構造の古
い衣裳をまとい，景観的に見ても，村落とほとんど変ら
ない散居的衆落の集合であった。奈良など，狼が出て鹿
を食い殺すことも度々であったという(大乗院寺社雑事
記)。従ってその人口構成においても，多くの農民を含
み，近郊に耕地をもっ地主の少くなかったことも当然で
ある。教会の勢力の強かった時代で、あったため，社寺の
数も多く，僧尼の装いで町を歩く者に到るところで出会
どぞう伶うし
った。高利貸業者もはじめは山門の威をかる土蔵法師で
うやひじり
あったし，商工業者の中にも高野聖の如く，僧体をなす
ものが極めて多かった。J(同書:36-37) 
111 都市の商業
「こうした都市にあって，商業取引の中核をなすもの
は，はじめの頃，月々一定の日に一定の場所に顧客と商
人の集って取引する定期市であった。たとえ府は存在す
るにしても，その商品は市場を通じて得たもの，すなわ
ちj古は市場に対して従属的な地位にあった。J(同書:37 
-38) 
「斯様に地方の都市，特に城下町には，領主の御用を
つとめる土豪的商人があって商人の統制に当り，行商人
も市場もみなこうした商人の支配に立っていた。彼等は
半ばは領主の家臣として，土地を分封され，事あるときは
一族を率いて領主の戦いにも参加した。市民はまだ何の
発言権も市の行政に対してもち得なかったわけである。
しかし有力な港町になると，商人の実力も高まり，ま
た多数の廻船問屋が輩出するため，これら商人の会議に
よって事を決することが多くなっている。J(同書:42) 
「都市は右に述べた如く，はじめの頃は市場を中心と
する散在的な衆落に過ぎなかった。しかし都市の人口が
増加し，商品に対する需要が多くなるにつれ，人々は配
給の中絶を来す定期市の存在では満足しなくなった。常
設小売庖舗の存在は，配給の中絶を来たす市場の欠陥を
補い，都市をして農村と区別せしめる有力な標識である。
…市場の仮庄がしまわれ，市場訪問者が立ち去ると
たんにその地はふたたび寂賓となる。都市なるものは，
定期市が常設の小売}古舗になったところに真の意味の成
立を見たともいい得る。J(同書:43) 
「世界各国何れの封建都市にも共通なことは，商工業
者が同業のもののみ相集ってギルドやクラフトをつく
り，同ーの営業地域に居住して営業の統制と独占をはか
り，時には市政に重要な発言をなしたことである。この
性格は果してわが国においても適用し得るかどうか，こ
れについては従来からも種々の論争があり，それをここ
で詳しく述べることはできない。結論を先にいうなら
ば，鎌倉・室町の都市に現われる座は，開業組合の萌芽
をなすという点では，ヨーロッパのギルドの初期の姿を
思わせるものがあるが，領主と半ば隷属関係をとるとい
う点では，ギルドのような自立性を多分に包含せず，む
しろ江戸時代に発達した株仲間がギルドやクラフトに似
通っているといわねばならぬ。J(同書:49) 
(3) 封建都市の自治権
i 自治権の獲得
「斯様にして初期の都市にあっては，その都市に対し
て決定的な勢力を有する領主が都市の行政権を握ってい
たが，やがて都市の商工業が勃興し，問屋・高利貸を先
頭とする市民的な勢力が増大すると共に，都市の住民は
次第に都市内部の支配権をその手に収めるようになっ
た。この過程において注意せられるのは，一方において
問屋・高利貸資本の封建領主に対する影響力の増大であ
り，他方においては都市とその近郊において著しかった
土一授の攻撃である。J(同書:59) 
「ここに封建領主は，問屋高利貸の台頭と土ー挨の攻
勢を前に，都市の行政についてもこれらの勢力を無視す
ることが出来ず，しばしばこれに対して譲歩を余儀なく
された。やがて都市の富豪たちは，商品貨幣経済の進展
と共に，いよいよその勢力を増大し，遂には都市の秩序
を保持する上において有力な発言権をもつようになっ
た。土一授の襲撃に対しても平時から牢人を養ってこれ
が防衛に当らせ，進んではこれらの軍隊を率いて土一授
の征伐に出かけるようになった。都市にあってはもはや
問屋・高利貸などの富豪を首脳部とする封建的な秩序が
形成されたため，もりあがる民衆のエネルギーも却って
この富豪たちに利用され，町政の自治を進展させる方向
に車国哉されて行ったということが出来る。J(同書 :60-
61) 
i 都市法
「なお自治の形成にあたって問題となるのは市場法と
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都市法との関係である。市場が領主の経済にとって重要
な意味をもってくると，市場に対しでも種々の保護が加
えられてくる。そのはじめは多く市場に対する警察的な
取締であった。市場の秩序を維持するため，武器を携帯
して出入することを禁じたり，押売押買をいましめたり
したのは，その一例である。やがてその取締は，市場の
機能を増進するために，市場外の取引を禁止し，市場の
開かれるときは，商品を他所に出さず，必ず市場に出す
べしといった経済的な取締にまで進んだ。これらは市場
取引の継続期間だけ効果をもつものであったが，この市
場に常設の小売府舗が発達してくると，それらの法律は
おのずから恒常的な性質を帯び，その範囲も市場より更
にその市場来落そのものを対象とするようになった。こ
こに市場法は，更に発展して都市法としての性格を帯
び，都市の建設などに際して盛んに発布せられるに至っ
た。
ことに都市に住む町人の勢が強くなると，領主の権限
けんだん
を損傷しない程度で，市場検断(裁判など〉に関する町
民の自由裁量が認められ，領主裁判権の一部が委譲され
てくる。J(同書:68) 
「このようにして出来上った都市の自治体にあって，
その行政を担当するものは，農村の自治体と同じく，年
寄・宿老・おとななどと呼ばれる有力な地主兼問屋層の
ものであった。J(同書:69) 
「これらの例で見ても明かな通り，町政の担当者はた
だ一人独断を以てこれを決するのではなく，多くは数人
による合議制を採用していたことがわかる。これを明瞭
えごうしゅう
に示すのが会合衆の組織である。J(同書:70ー 71)
111 都市の自立性
「何れにしても，都市がこのような用意をもっている
以上，封建領主の無法な要求に対してこれに反抗するの
は当然である。こうした自立的な気運は宗教都市と港湾
都市においてもっとも著しい。宗教都市にあっては，領
主の権力が比較的弱く，また宗教的な権威によって平和
を確保する可能性が強かったため，市民は早くから自治
の組織を発達させていた。宇治山田の門前町などその例
であろう。しかし港湾都市においてはなおこれよりも強
力な自治が行われた。これは港湾都市が商業的な富にお
いて群小領主に桔抗するだけの実力を備え，生産におい
て城下町とは異なり，領主の経済に依存せずにやり得る
基礎をもっていたからである。貿易港博多や堺の如き
も， 14-15世紀には農村から多数の手工業者が移住して
織物や酒の醸造に従事した。殊に堺の如き，河内丹南の
鋳物師も集って，刃物や鉄砲の製造にも名を挙げてい
た。領主の消費経済から独立し，特殊な産業が発達して
こそ，はじめて封建領主に対抗する実力が養われるので
ある。J(同書:76一77)
2. 近世の都市 原因伴彦
著者は大阪市立大学教授(1917ー )。本稿使
用書は『日本封建制下の都市と社会』三一書
房， 19印。
(1)近世都市の特色
1 凝集的性格
「景観的にみて，中世から近世への著しい変容点は，
中世都市においては，来落の配置が甚しく疎散的であ
り，ほとんど多くの都市が，数箇以上の衆落の集合より
成る複式的な構造を特色とし，人口家屋の密度に比べて
相対的に広い地域を都市区域としているのに対して，近
世都市は，街衡の集約化が行われ，都市がー箇の団塊的
な集落的凝集から出発している点，即ち中世から近世へ
かけて，開放的性格から凝集的な性格に都市衆落構造が
変貌した点一一ただし時代が進み，都市が膨脹するとと
もに，再び都市が開放的な方向にむかつて遠心的に拡大
疎散して行くことが注目される。江戸において，周辺の
町屋が緩慢ながらも不断に拡大膨脹し，府内と在方の境
域が行政的にも，また事実上の社会生活の商でも，きわ
めて動揺的であり分明でなかったことなど，その良い例
であるーーである。また中世においては，都市が定期市
場を中心とする農村的=郷村的性格を著しく残存し，す
こぶる都邑的色彩を特徴としたのに対し，近世において
は，都市が原則として村落的色彩を払拭して，商工業を
中心とする庖舗の櫛比する熱悶の市街として完成した点
である。
ただし都市構造が開放的なものから凝集的なものへ移
行したといっても，必ずしも近世都市の広表の規模縮イ、
を意味したものではなかった。この点は都市の人口の点
からも指摘しうる。中世都市がどの程度の人口を擁した
かについては詳しいことが殆んどわからないといってよ
いが，強いて推測すれば， 10万から20万を上下した京都
を特別例外として，一流都市において2万人前後，堺・
博多などで3万人を超える程度，奈良の如きでさえ 1万
人に満たず，二流都市に至っては5千人前後であろう。
これに対して，近世では， 18世紀初めには世界最大の都
市とまでいわれる人口推定 100万人の江戸をはじめ，京
都の40万前後，大坂の35万前後の巨大都市を現出した。
このいわゆる三カ津は特異なものとしても，一流都市は
人口 5，6万から10万に及び，二流の城下町都市で2，
3万を擁した。即ち近世の二流あるいはそれ以下の中小
都市が，中世の主要都市に当り，中世の二流都市が近世
の在郷町に匹敵した。この場合，近世の街衡が密集的性
格を著しくし，狭小な地域に相対的に多量の人口を包容
した点を勘案しても，その広表においては，中世都市と
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少くとも同程度，そしてそれ以上であったとみてよい。」
(原田1960: 18-19) 
11 秩序的な都市計画
「近世衆落の特色として注目されるのは，その凝集的
性格と並んで秩序的な都市計画が附与されたことであ
る。
すでに触れたように，中世都市は都邑的小衆落の散居
的群落より成り，従って都市と農村の境域は極めて不明
瞭であり，城砦・寺社・市場・商家・工房・住宅・同国
・山林が混浴し，街衝や道路も，殆んど無計画に，自然
成長的な展開を示すのが原則であった。これに対し，近
世都市では，城下町をはじめとする新建設の都市は載然
たる計画的な街衝の設定，即ち町割が施された。また中
世以来の都市に対しでも，城下町に主としてみられるの
であるが，古い町を母胎として，その上に計画的な近世
的修正が加えられている。….J
「街路についていえば，その道幅は，中世都市では全
く無規定無計画であったが，近世に至って，城下町では，
主要道路の大きなものはほぼ3閑乃至4間に決定される
のが普通のようであった。j
「道路に関連して，上下水道について一言する。中世
でも町の大路小路には，浄水用あるいは下水用ともいう
べき小川・溝・堀割が設けられている。それは主として
濯淑用水として使用される場合が多かったと思われ，そ
の円滑な通水への配慮が行われたであろうが，上下水と
しての機能については，きわめて不完全なものであった
と推量される。墾水の処理あるいは溢水などの場合，町々
の聞に絶えず紛争の起ることは珍らしいことでなかった
ようであり，それは同時に用水処理の無秩序な状態を反
映するものといえよう。これに比べると，近世都市の用
水施設は，甚だ不充分なものがあったにせよ，ともかく，
強力な領主権による施工と統制のみられたことは，格段
の相違であったと考えてよい。J (同書:21， 24-25) 
111 夜の世界への拡大
中世から近世への一つの著しい変容点は近世に至
って，都市生活の幅が昼から夜の世界にまで拡大したこ
とである。中世都市においては夜の世界がなかったとい
っても過言でない。中世にあっては，夜はまさに暗黒の
廃市であった。戦乱と殺伐の中世が終って，やがて泰平
の近世が，一一ーそれは幕藩権力による武装的・律法的・
身分抑圧的なきびしい統制下の平和であったにしても一
訪れるに至って，はじめて町々に灯火が洩れ，辻々に
絃歌が流れはじめた。米をはじめ雑穀などの食糧の生産
が急増し，木綿が普及し，菜種油以下の灯油類が著しく
商品化されて，民衆の生活を明るく潤しはじめるのが，17
世紀中葉前後からのことである。都市と町民生活の量質
ともの生活的豊鏡さの上昇と生活的振幅の拡大の上に，
いわゆる町人文化の花開く元禄期への展望が啓かれる。
近世都市は，武士の町として，その尺地寸土に至るまで
封建的専制の貫徹される封建都市として出発する。しか
しその中にも，農村支配的=封建的支配原理と重離し，
商品生産と貨幣所有量によって，一切が決定支配されよ
うとする，新しい反封建的世界が，同時に，ここから芽
ばえ始めているのである。J(同書:36) 
(2) 近世都市の階級構成
「中世末から近世初頭にかけて，農村人口の大量の都
市移行がみられ，これと並行して都市内部にかなり残存
していた農民的性格の人口も急速にその性格を変察して
いった。地侍的上層農民が武士あるいは上層町人とな
り，耕作者，家内下人なども，それぞれ商工業を専業と
するものに転換していったことが，当然に推定されると
ころである。こうして統一封建制確立とともに，兵農・
工農・商農の分離が原則的にほぼ完了し，都市と農村と
の間に，法制的にも「町方」と「在方」の行政区画が確
定され，また「町人」と「農民」の身分的区別が明確に
された。武土と農民及び町人との階級的・身分的分離が
いまだなお暖昧なものを残していた中世都市に代って，
武士と町人という二つの階級的・身分的対立要素から構
成される近世都市が出現した。即ち，その代表的な城下
町についていえば，鋒立する天守閣を核とする城塁を中
心とし，それに近接する周辺に侍町を置き，大手の主要
道路を挟んで商人町を，その外辺に職人町を，そして外
縁に寺院町を，更にその最外端に賎民町を設けるという
ピラミッド型の身分的配列構図を原則的型態とする近世
封建都市が完成された。 r町割」はこれを一挙に推進整
備する過程であった。街衡の身分的・職業的・地域的峻
別のうちにきわめて具体的に反映するヒエラルヒッシュ
な封建体制は，中世都市の段階にあっては，いまだみら
れぬところなのであった。J(同書:27) 
「元和信武以後の壮麗な近世的城砦の建設修造も，実
質的な防衛的武備というよりも，封建的権威の荘厳化と
いう点に主眼が置かれる傾向を示した。即ち近世都市の
集約化は，都市の防衛閤郭とはあまり密接な関係をもた
ず，むしろ幕議支配者による「都市と農村JI町人と農
民」の地域的・階級的・身分的分離の強化のために行われ
たものであった。都市居住者としての町民はありえても，
都市所有者としての町民のありえなかったところに，つ
いに近世においても，都市防衛のための囲郭が町民と無
縁の存在となり，また実質的な囲郭の形成が不徹底にな
ってしまった理由があったのである。J(同書:29-30) 
3. 日本の都市の特色 西川幸治
著者は京都大学教授(1930ー 〕。本稿使用書
は『都市の思想、dJNHKブックス190，1973。
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(1) r非環護城塞都市J
r...古代中国では，環濠城塞化された都市を構築し
ていた。そして人々は，みずからを『城郭の民』と自負
し，外周の都城をおびやかす遊牧民を『行国の民』と軽
視し，かっ警戒した。……日本は『城郭の民』でも，も
ちろん『行国の民』でもなかった。中国の都城制を導入
しでも，日本の『都城』には羅城が完成されることなく，
その規模はきわめて小さく，よわかった。東洋都市の構
成と比較してみると，このことはいっそう明白になる。
中国やインドの古代都市においては，緩城をめぐらして
環濠城塞化し，この都市の城壁に市門をひらくことは都
市を構成する必須な条件であった。JC西JII1973: 260) 
rCもっとも，)・…ー帝都以外では多様な環濠城塞都市
がうまれた。 ・・・堺や平野郷のような自由都市，山科・
石山はじめ各地の寺内町など，環濠城塞化された都市が
あらわれ，環濠城塞化された垣内集落や『百姓ノ持チタ
ノレ城』も各地にあらわれた。中世末期という日本史のな
かでの異常な季節にあって，都市や集落が環濠城塞化さ
れるという世界史的普遍の現象があらわれたのである。
しかし，都市や集落を環濠城塞化することは一般化しな
かったようだ。ここには日本の都市がもっ特殊な条件が
ある。
四周を海でかこまれた日本の地理的条件は，わが国の
都市の形態とその性格をつよく規定してきたといえよ
う。四周の海は，外界と結ぶ役割をはたしたが，海上交
通の発達しない段階では，よりつよく外郭を区画する自
然の城濠の役割をはたした。自然の城濠によって隔離さ
れた閉鎖的地域であるために，大規模な民族移動や異民
族の侵入を衝撃的にうけることが少なく，ほぽ単一民族
が単一国家を構成し，自国の意思によって鎖国を行ない
圏内の平安を保つことができたのである。……外敵の攻
撃に際して，都市を運命をともにする共同体として意識
し，協同して都市を防衛することによってうまれる連帯
感をともなう市民意識の発達を制約することにもなっ
た。
しかし，中世末期の町衆や郷民の簡にみられた生活共
同体へのつよい市民的連帯感は，わが国の都市の市民意
識の基調として根づよく定着することになった。JC同書
: 261-262) 
(2) r自立的思想による都市建段」
「日本の都市的伝統は，規範都市としての都城制の導
入にはじまったことはすでにのべた。この人間的規模を
はるかにこえた古代都市はやがて解体し，人間的規模を
もっ中世都市に移行した。また，中世には港湾都市をは
じめ多数の自立した地方都市がうまれた。都市や村落を
運命をともにする生活共同体とかんがえ，環濠城塞化し
て自衛する動きもあらわれた。その過程で，現実の世界
に理想の都市を構築し，人間的生活環境を確保しようと
する動きがみられた。
仏法領としての寺内町，自由都市としての堺，京都の町
衆の中でうまれ，のち近世になって『皆法華圏』として鷹
ヶ峰に具現した釈尊領の概念などがそれである。…・・・」
「近世になると，中世末期の町衆を中心とした都市の
動きは，戦国武将の動きのなかに吸収され固定されて，
城下町の形成をみる。・・…・
幕末になると，城下町を否定し近代都市・近代国家の
構想、があらわれてくる。これらは，西洋の進展にたいす
る東洋の停滞への鋭い危機意識と自己認識にささえられ
ていた。幕末の国際的緊張のなかで，近代的な国民的統
合の意志につらぬかれた自立した思想に根ざしていたこ
とはいうまでもない。こうした自立した思想は，前にみ
た四周を海でかこまれた閉鎖的地域の条件を生かし，開
放と閉鎖，開国と鎖国の歴史的経験によるものといえよ
う。それは『城郭の民』と自負し，つねに四周の種族を
圧倒する秀れた文化を自足的に築き，かつ華夷思想、にさ
さえられてきた中国とも，つねに開放的社会に生きぬき，
膨脹をつづけたイギリスとも，また閉鎖的社会に停滞を
つづけたアジアの多くの地方とも，およそ異質的な独自
の文化変容と伝統継承の方式を示すものである。J
(同書:264-265) 
(3) r中央と地方の全国的交流J
「古代の『都城』は，それじたい都市としての自立性
がとぼしく，地方都市の国府も『都城』の規模を縮小し，
機能的にも『都城』に従属した都市にすぎなかった。し
かし，古代以来，中央と地方の関係は中央官僚の京の宅
と本貫地の別業，防人にみる辺境と京への上番の制など
によって全国的交流が促進・強化され，交通系統も整備
されて国家的規模における人間的交流がはかられてい
た。こうした点は注目すべきである。
中世になると自立した地方都市が各地にあらわれ，多
様な展開を示してくる。本願寺法王国の中央都市ともい
うべき寺内町，吉崎・山科・石山には多屋・番屋が設け
られ，地方の『坊主』や門徒農民が上番して寺院の運営
・寺内町の防衛にあたっていた。中央寺内町と地方の寺
内町や寺内との連絡にもあたり，本願寺法王国の中央と
地方は緊密な関係で結ぼれていたのである。天下一統を
めざす戦国武将は，京都にのぼって天下に号令しようと
し，中央の京都につよい慣れをいだき，その文化環境の
移植をはかった。Ii'小京都』の出現である
近世になると，幕藩体制の確立によって中央城下町江
戸と地方の城下町が参勤交代の制によって強固に結ばれ
た。やがて江戸中期になると，大坂がしだいに商業的中
心としての経済的実力をたくわえ，地方では在郷町が発
展し城下町の変容をせまるほどの経済的活動を示した。
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『天下の台所』大阪と地方の在郷町は緊密に結ぼれてい
た。また，文化的伝統の蓄積とその更新への努力をこめ
て発展した京都への憧れはしだいにたかまり，その文化
を導きいれる地方や観光リクレーションの場として訪れ
~I2. 人口
1. 都市の人口学的基準 館 稔
著者は前厚生省人口問題研究所長 (1906-19
72)。本稿使用書は『形式人口学』古今書院，
1960。
(1) 人口分布の形態的特徴
f"一国の人口は之を， •••••. Levasseur.....が巧みに示し
た通り，外方程淡くなっている光輸に取巻かれた幾つか
の中核に分解することが出来る。索引のの中心点乃至は
線に従って人口は集っている"。人口の地域的分布の形
態上最大の特徴は"集中的分散"ということである。こ
の光輸の中心はいうまでもなく都市であり，外側にゆく
につれて都市の性格は薄れて農村に移ってゆく。」
「都市と農村とは全く相反する人口構造をもち，相反
する人口再生産力の特徴をもち，人口の資質においでさ
え差異があるといわれる。J (館1960: 378-380) 
(2) 都市農村区分の基準
i 問題点
「都市と農村との区分の基準は人口現象考察上，非常
に重要であるが，それはきわめて漸移的，段階的であっ
て，非常に困難な問題である。
この区分の基準としては従来種々のものが用いられて
いる。 りもっとも素朴なものとしては市制施行の市を
都市とし，町村を農村とする行政区画による区分である。
従来の国勢調査報告で"市部ヘ“郡部"というのがこれ
である。この区分が，実体的な都市と農村の区分として
は非常に組雑であることは周知のとおりである。実体的
区分としては， 2)近代都市の特質をその産業構造，職
業構造，その他の経済的要因に認め，種々の経済的指標
が基準とされることもある。 3)社会の形式の差異に重
点をおく形式社会的な区分もあれば， 4)文化的類型の
差異を主眼とする文化社会学的な種々の区分の基準も用
いられる。 5)人口は地域社会の構成要素の集団であり，
地域社会の生活主体としての人間の集団である。この意
味で，人口現象は，実体的区分の基準であり，また，他
の実体的区分の形式的表現手段としての2重の意義をも
っている。
る人が多くなった。江戸中期から末期にかけて，これら
江戸・大阪・京都などの中央都市を中心に全国的交流は
いっそうたかまり，近代的統一国家への歩みを着実にす
すめた。J(同書:267-268) 
論関係
また，実証的研究においては，区分の基準は単純な数
量的なものであることが望ましい。しかるに，人口統計
は近代統計中もっとも早く発達し整備された大部門であ
るから，都市と農村の区分の基準としてもっともしばし
ば人口が用いられてきた。
人口現象にはいろいろの側面がある。もっとも形式的
なものとして，地域社会の人口総数がもっとも多く用い
られる。これについで人口密度が多く用いられ，人口の
基本構造や所属産業別構造等も用いられる。人口動態現
象は重要な意味をもつが，これが使われることはむしろ
きわめて稀である。J(同書:381) 
11 外国の基準
rI846年，フランス政府は，その官府統計において，
人口 2，000以上の地域を都市とし，ここにある人口を都
市人口 lapopulation urbaineといい，人口2，0∞未満の
地域を農村とし，ここにある人口を lapopulation rural 
とした。 1887年，この規準は国際統計協会によって採択
され，多くのヨーロッパ文明国がこれに従って今日に至
っている。しかし，特殊事情のある国では独自の基準を
使っている。たとえばu.s.では， 1880年の人口調査ま
では人口8，∞oを，その後1910年のそれまでは人口4，∞o
を，その後は人口2，500を採っている。ウクライナは人口
5ωを，ベルギーは人口5，000を，エジプトは人口11，∞o
を基準としているごとくである。
ヨーロッパの都市農村の区分基準，人口 2，000を， 19 
50年国勢調査結果に適用すると，わが国人口の98%が都
市に住み，わずかに2%が農村に住んでいることになる。
また， U.S.の基準2，5∞をとると， わが国人口の95%
が都市に， 5%が農村に住むことになる。この点からみ
ても欧米の基準をそのままわが国に適用することは適当
であるまい。J(同書:382-383) 
111 日本の基準
「わたくしは， 1920年から1950年に至る日本の事実に
ついて，市町村を地域社会 communityの単位と仮定し
て，市町村の人口の大きさによって，人口再生産力，人
口構造，人口増加形態を比較研究した結果，都市農村区
分の数量的基準として，もっとも容易簡単な市町村の人
口の大きさを用いることが適当であるという結論に達し
た(原註〕。……
原註:ただし，最近のように，町村合併が，推進せら
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れ，さらに“新市"が続出するようになると，この
基準もそのままこれを今後に適用することは困難と
なる。経験的にこの基準を用い得るのはせいぜい19
50年までである。」
わたくしの研究結果によれば，次の表22.01のごと
く，わが国では都市農村の分界を人口10，000の地域社会
に採ってよいと考えられる。小都市との分界は50，∞oと
しても大過ないであろう。・
表22.01 地域社会の人口の大きさからみた都市
農村区分基準 (単位 1，000)
地 域| 舘 |花房博士 |西欧文明国
大都市 100以上 1∞以上 1∞以上
中都市 40-1∞ 50-1∞ 20-100 
小都市 20-40 20-50 5-20 
地方都市 10-20 10-20 2- 5 
農 村 10来、満 10未満
なお， 1950年以降における!日市の町村合併による肥
大，多数の新市の成立，町村合併等によって，従来の市
部郡部別人口統計の実体的意義が非常に稀薄になった。
(同書:382-383) 
(3) 標準都市地域分類
i アメリカにおける19日年の調査基準
A 都市および農村地域
「これは従来の人口調査においても用いられてきた区
分であ石が，区分の基準は数回変更されてきた。 1950年
人口調査においては，さらに実体的意義を徹底させて，
次の基準によるものとした。都市地域 urban紅白は，
(a) 人口 2，500以上の自治体を形成している incor-
伊 rated市町村。
(b) 人口 5万以上の都市の人口濃密な周縁地域で，自
治体を形成していると否とを問わない。
(c) 都市の周辺にない人口 2，田0以上の自治体を形成
していない unin∞rporated地域。
都市地域以外の地域を，農村地域 ruralar伺とし，農
村地域にある人口を農村農家人口 ruralfarm population 
と，非農家人口 ruralnon-farm populationとに分類し
た。農村農家人口とは，その職業のいかんを問わず農園
に生活する人口をいい，農圏外に住む人口を農村非農家
人口とした。J (同書:386-387) 
B 都市化地域
「都市化地域 urbanizedar，伺は， 19印年調査で初め
て設定されたもので， 1940年以後の調査で人口 5万以上
の少なくとも 1つの都市を中心として，その周縁の実体
的に都市化し，中，乙都市と社会的経済的に密接な関係を
もっ接続地域(市町村および自治体を構成していない地
域〉を含めたものであって，地方計画，市場，交通等に
関する基礎資料を提供することを目的とするものであ
る。これは従来の大都市地区 metropolitandistrictsを
改訂し，再定義したものである。同質性原理と機能的統
合原理との両者に基く地域構成である。 1950年調査で
157の都市化地域が設定された。J(同書:388) 
C 構準都市地域区分
「近代化によって，都市，とくに，大都市は単位行政
区画としての市の境域を越えて実体的に膨脹発展してゆ
く。行政区画は都市の実体的発展を追って，漸次，接続
町村の合併によって拡大してゆくが，一般に，それは実
体的都市の膨脹発展よりも遅れがちである。そこで，人
口統計においても，各方面で標準として用いられるよう
な，市の行政区画を越えて，なるべく実体都市に近い都
市人口を集計表章することが必要とされる。この必要に
応じようとする試みが"標準都市地域 standardmetro-
politan ar，伺 SMA"区分の設定である。J
U.S.本土および属領について，原則として人口 5万
以上の市を中心として，それに接続する郡∞untyを単
位として，標準都市地域を設定した。ただし，ニュー・
イングランドについては，郡の代わりに町または市が単
位とせられ，また，相互間距離が20マイル以内にある人
口5万以上の都市は，同一の標準都市地区にふくめられ
る。その基準の1は非農業労働者の就業地および人口密
度に関するものであり，もう 1つはその郡と中心市との
社会的，経済的結合の程度に関するものである。すなわ
ち，
a 郡は，
1 1万人以上の非農業労働者を有するか，あるいは
2 標準都市地区の非農業労働者の10%以上を有する
か，あるいは，
3 少なくともその郡の人口の半分が 1平方哩当り
人口密度 150以上の接続せる郡以下の行政区域に居
住していなければならない。
b その郡の就業労働者の少なくとも%が非農業労働者
でなければならない。
c 次にのベる基準によって，中心市との問に経済的，
社会的結合が明瞭でなければならない。すなわち，
1 接続せる郡に居住する労働者の15%以上が，標準
都市地区の最大都市をふくむ郡へ働きに行くか，あ
るいt土，
2 接続せる郡で働いている労働者のうち25%以上が
標準都市地区の最大都市をふくむ郡に居住している
か，あるいは，
3 接続せる郡の電話加入者1人当り毎月平均4回以
上標準都市地区の最大都市をふくむ郡へ通話がある
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こと。
ニュー・イングランドでは，市および町が郡の代わり
に標準都市地区の構成単位として用いられているので，
上記のaとbの基準は適用されない。そこでは人口密度
1平方哩当り 150人以上の基準，あるいは強度の結合が
明らかである場合には 100人以上の基準が用いられた。
要するに，標準都市地域に編入される単位地域(原則
として郡)の選択基準は，都市的性格に関しては，それ
等が非農業人口およびその従属人口の従業の場所である
こと，あるいは，都市へ集まる上記人口の常住の場所で
あることを主眼とし，機能的統合の基準は，中心地域と
これに接続する郡との問の経済的および社会的交通の程
度を主眼とする。このように，標準都市地域構成の原理
は，同質性原理と機能的統合原理との両者によるもので
ある。
標準都市地域は，都市化地域とほとんど同様の地域構
成原理に基づいているが，都市化地域は中心都市に接続
する地域単位を市町村，あるいは，自治体を構成してい
ない実体的集落としているに対して，標準都市地域は原
則として，郡を単位地域とするから，多くの場合，標準
部市地域は都市化地域よりも地積および人口において大
である。
また，標準都市地域と都市化地域とは，実体地域主義
により州の境界を越えてこれを設定することが認められ
ている。
従来， u.s.各省においては種種の類似の地域を設定
していたが，各省の同意によって，今後極力この標準都
市地域を共通の地域として使用することとした。とくに
“標準"といっているのはその意味で、ある。
1950年調査において設定された標準都市地域の数は
168地域で，外に，プエlレト・リコとハワイに4地域が設
定された。J(同書:388-390) 
II 日本の統計審議会における標準都市地域 (1954)
「この"標準都市地区"は，“中心地すなわち，東
京都の区の存する区域，人口10万以上の市および人口10
万未満の県庁所在市とその“周辺"にあって都市的性
格が濃く，中心市と密接な社会的経済的関係を有する市
町村で構成される地区である。"そして， この標準都市
地区を構成する単位は， 1953年10月初日現在における行
政上の市町村である。そこで，問題は，単位地域を行政
上の市町村にとることであるが，この要綱は次のごとく
これを釈明している。すなわちこの分類を作成するに
当つては行政区画にとらわれず，特に市町村の併合が経
済的社会的関係と無関係に行われがちな最近では，市町
村を更に細分したしゅう落を単位として選べば，より厳
密に都市地区を定義出来るのであるが，ここで必要とす
るデータは，概ね市町村単位までについてだけしか収集
出来ず，且つ各種統計の行政区劃による表示も必要なの
で，行政上の市町村を構成単位として標準都市地区を設
定することにした・…-。
また，上述の"周辺"市町村とは，中心市への距離が，
交通機関による所要時間で，人口20万以上の中心市に対
しては 1時間以内，人口20万末満の中心市に対しては40
分以内にある市町村をいう。
これ等の周辺市町村で，次の諸条件をみたす市町村が
標準都市地区に編入された。
1 人口密度 1平方粁につき 170以上であること
2 総世帯中，農家世帯数(第2種兼業を除く〉の占
める割合が50%以下であること。-
3 当該市町村の月平均総乗客数中，中心市へ行く乗
客の占める割合(交通密度)が20%以上あるか，あ
るいは，中心市に対し電話加入者1人当り月平均7
回以上通話があること(通信密度)・…。
4 中心市にたいして，地域が順次接続していること。
以上の標準によって標準都市地区に編入される市町村
がえらばれるわけであるが，東京，大阪或いは北九州に
おけるように中心が近接している場合，二つ以上の地区
の編入市町村となることがあるが，この場合は，それぞ
れの地区に編入した。たとえば北九州においては戸畑市
は，八幡，小倉市を中心とした場合，八幡都市地区にも
又小倉都市地区にも編入されている。
このようにして設定された標準都市地区は， 1953年10
月1日現在の行政区画によって， 75中心市と86市， 573町
村の周辺市町村から構成されている。標準都市地区の人
口総数は， 1950年国勢調査時において， 3，095万に上り，
全国人口の25%を占めている。
なお，この外，一つの試みとして中心市相互にも交通
密度或いは通信密度の基準をみたし，これらの地区が接
続するか，或いは重なり合っている場合は，それらを合
した地区を別個に連合都市地区として設定してみた。J
「この標準都市地区の構成については，科学的に種々
の未解決の問題が残されている。構成基準についてとく
に然りである。また，不幸にして，町村合併促進法(19
53年9月30日法律第258号，最終改正1956年9月30日法
律第163号)によって町村合併が急速に進行し新市"
が続出して，実際上の利用にもいささか不便となった。
しかし，それにもかかわらず，わが国において初めてこ
のような統計地区が設定されたことは十二分にこれを尊
重し，改訂を加えてこれを育て上げることを怠ってはな
らない。J (同書:392-397) 
2. 人口の都市化 K・デーヴィス
Kingsley Davisはカリフオノレニア大学(パー
クレイ)社会学教授(1908ー 〉。本稿使用書
は， r人口の都市化J(中江手IJ忠訳)，サイエン
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ティフィック・アメリカン編『都市の科学』
紀伊国屋書底， 1966。
(l) 都市化の概念
「傾向一一そして認められる限りのその意味一一ーを論
ずるにあたって，私は『都市化』という言葉を特別な意
味あいに使うことにする。ここでは『都市化』とは，都
市の居住地に集中している全人口の割合，またはその割
合の増加のことを指す。一般的な誤りは，都市化をたん
に都市の発展として考えることである。しかし全人口は
都市人口と農村人口の両方で構成されているから r都
市人口の割合Jとは，この両方の函数である。したがっ
て，農村人口が都市人口と同じかまたはそれ以上の割合
でふえれば，都市は都市化なしでも発展することにな
る。
歴史的にみて，都市化と都市の発展は同時に起ってい
る。そして，ここに混乱の理由がある。読者はすぐにお
わかりのように，この二つの傾向を区別することが必要
だ。たとえば，今日ほとんどの先進国で都市人口はなお
増大しつつあるが，その全人口に対する割合は，一定の
水準を保っているか，または低下の傾向にある。いいか
えれば，都市化の過程一一人間の定住地が散在する様式
から，中心都市に集中する様式へきりかわることーーは，
はじめと終りをもった一つの変化なのである。しかし都
市の発展に，固有の限界はない。このような発展は，す
べての人が都市に住むようになった後でも，出生が死亡
を上回ることによって続くだろう。
農村と都市社会の違いは，もちろん程度の問題である。
こまかい操作上の区別はかなり任意で，固によって異な
っている。資料はいろいろな大きさの社会に利用できる
ので，境界線は勝手に選ぶことができる。たとえば都市
化の一つの便利な指標は， 10万以上の人口をもっ都市に
住んでいる人口が世界人口に占める割合である。私はこ
れからの分析を，二つの指標によって行なう。すなわち，
いまいった指標と，各国の公式統計で『都市』として分
類されている人口の割合，である。実際には，このこつ
の指標は深い関係、がある。したがって，どちらか一つを
都市化の指標として使うこともできる。
実際上一番むずかしい問題は，都市の範ちゅうの『最
低線』を決めることではなしどの定義でも明らかに都
市であるという地区の境界を，っきとめることである。
ロサンゼルスの東端の境界はどこなのか。カルカッタは
どこでフーグリ川を離れ，どこで市外が始まるのか。昔
はふつう，都市や町の人口は行政上の境界線の中に住ん
でいる人々の数で示されていた。ニューヨークの人口は
この方法でしばしば，約剖0万人とされているが，これ
は，郊外を含まない，都市だけの人口であるρ このよう
な数字の誤りは，第1次世界大戦の前は大きくなかった
が，それ以後，とくに先進国の都市人口は，せまい行政
上の境界線から，非常な勢いではみ出してきている。国
勢調査局が概要を述べたように， 1960年には，ニューヨ
ーク一一北東ニュージャージー都市化区域は1，4∞万人
以上の人口をかかえているのである。この概要では，そ
れが世界で最も大きな都市であり，ニューヨーク市だけ
の2倍近い大きさである，といっている。
都市生活者が外へひろがった結果として，行政上の境
界だけを基礎にされた計算は，都市人口を過小に，農村
人口を過大に見積ることになる。このためわれわれの研
究室では， 1950年ごろのできるだけ多くの国々の大都市
区域の略図を書いた。これらの区域は，中心または行政
上の都市と，その周辺のはみ出している地帯も含んでい
る。
この再算定で， 10万以上の人口をもっ都市の人口が世
界人口に占める割合の見積もりは， 15.1%から16.7%に
まで引上げられた。われわれは， 1960年現在で多くの国
々から国連に提出されている，できるだけ多くの『都市
のかたまり』の資料を使った。たとえば，アメリカは，
人口 5万以上の都市と，その周囲にできあがったかたま
りを意味している『都市化区域』の資料を，提供してい
る。J(デーヴィス1966: 11-13) 
(2) 都市と人口
「人間の人口がふくれあがるかぎり，都市化が増大し
ようと減少しようと，それに関係なく都市はひろがるの
である。これは， 19世紀のメトロポリスを小さな町のよ
うに見せてしまうほど，個々の都市が大きな規模になる
だろう，ということを意味している。……」
r.…・都市が大きければ大きいほど，空間のコストは
高い。しかも生活水準が上がれば上がるほど，密度の低
いところでの生活を求める人が多くなる。それにもかか
わらず都市化された区域はひろがり，また衝突するので，
密度の低い環境での生活は，きっと大多数の者にとって
高価すぎるものになるだろう。
もちろん人口が全般に増大し続けていても，都市が発
展を止め，その大きさが絡みさえするかもしれない，と
いうことは想像できる。しかしこの夢でも，空間の問題
を永久的には解決できないだろう。その場合は，最後に
は都市と農村との区別が抹殺されるだろうが，それは農
村の犠牲で行なわれることになる。
都市の混雑を止め，先進国，低開発固とも悩まされて
いる都市問題のほとんどを解決するただ一つの道は，人
口の全体の速度を落すことである，ということは明らか
なようだ。しかし，これを行なうために計画された政策
は，知識やカの裏づけをほとんどもっていない。都市計
画者たちは人口増加を，それ自体が計画されなければな
らないものとしてではなく，それに対して何かを計画し
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なければならないものとして，扱い続けている。したが
って，都市の発展にブレーキをかけようとするどんな話
も，まるっきり空論となり，現在実際そうであるように，
無統制な人口増加という現実の前に，すっかり影を薄く
してしまうのである。(同書:30-32) 
3. 都市人口の統計の諸定義 国連統計局
本稿使用書は国際連合統計局編著『国際連合
世界人口年鑑(l972).JVoJ. 24，原書房， 19740 
(1) 人口統計とアーパニズム
「人口が絶えず特定地域に集中を続けている現象は，
現在，人類が直面しているもっとも重要な変化の一つで
あり，その地域は各種の観点から「都市」とみなされる
全域を含むこともある。たとえば世界の「都市」人口は，
各国それぞれの定義にしたがって， 1920年の3.6億から
1960年の約10億へ，さらに今世紀末までに30億をこえる
と推定されている。このように急激な人間居住地の変動
は，どのような地域の集団生活についても，その組織と
発展とに対してきわめて広汎な問題を提起するものであ
り，そのゆえに綿密な人口学的研究を必要としている。
開発計画との関連でいえば，人口学は経済社会政策お
よび実施計画の作成にとって不可欠な基礎的情報を提供
しようとする際に，一つの実際的な検討手段になるとみ
てよい。都市および農村人口に関する情報は，地方・国
・国際間の各段階における計画目的にもっとも適した形
で提供されることが望ましい。ある国では，全国的な統
計組織がきわめて適切なデータを提供するが，多くの国
では，計測の基礎としてなるべく妥当であるような基準
をまず選定しなければならない。 2つ以上の目的に対応
させるために，ある国では2つまたはそれ以上の概念を
採用し，異った名称をつけて，都市化現象をいくつかの
別の方法で記述できるようにしている。 一方，都市・農
村人口の国際的なすう勢に関する研究は，現行の各国の
定義に幅広い差異があり，それらの測定値を結ひーつける
ことが妥当かどうか疑わしい国もあって，混乱した状態
におかれている。このような状況にあるので，与えられ
た統計を利用する場合にはどんな目的が最良であるか，
また与えられた目的に対してはどんなタイフ。の統計がも
っとも有用であるか，ということを検討することは適切
なことである。
都市化過程の核心は 1つの社会学的な性格であり，社
会学者は恐らくその過程が含む内容をきわめて精密に調
べている。社会学的理論にとって都市的な特徴は，人口
の大きさ・人口密度・人口の社会的異質性の観点からもっ
とも有効に定義されると思われる。しかし，それによっ
て都市化に関心を持つ他の専門家一一交通技術者，経済
学者，建築家，行政担当者，社会福祉担当者など一ーが
皆同じ定義で満足するというわけにはいかないし，また
そのように定義された統計が常に容易に得られるわけで
はない。こうした困難の典型を例示するならば，ある国
では「村落の都市化」に注目した研究があり，ある国で
は「町が再び田園に戻る状態」に注目した研究を挙げる
ことができる。これらの研究のなかで，名前の付け方か
らくる明らかな矛盾は，同じ場所が観点の違いによって
「都市」にも「農村」にもなりうることを認めないかぎ
り解決できない。
すべての観点をまとめてみるならば， Iアーパニズム」
つまり都市化と結びついた生活様式は，行政，建築，商
業，文化，生態学，経済，教育，歴史，産業，立法，軍
事，哲学，政治，心理学，宗教，科学，技術，そしてさ
らに多くの観点を含んで機能的に表現されたものであ
る。ただ 1つの機能がそれだ、け取り上げられでも，すべ
ての専門家を満足させる都市的条件を定義することはで
きない。都市と農村をもっとも明瞭に区別するものは，
結局都市が取り入れうる機能あるいは実際に取り入れて
いる機能が相対的に多数であるという事実である。
しかし，このような都市的条件の程度を計量するため
には，重みを考えたり計測したりすることが困難な多く
の項目を含む複合指標を作る必要がある。したがって人
口研究に際しては，このような「アーパニズム」の幅広
い現象をもっと簡単に定義したり，あるいは計測したり
することができ，しかもできるだけ実際的に都市現象全
体に適応するような2，3の「都市化」基準で代替させ
ることが必要である。したがって，人口学的に有効な
「都市化」の定義は常にいくらか単純化されており，多
数の都市現象のそれぞれに等しく意味を与えることはで
きない。
多数の機能を持つことが常に「アーパニズム」の特徴
であるならば，人口学的条件はほとんど必然的にこの生
活様式を含むことになる。それゆえ多くの機能を取り入
れる為には，大量の人口が相対的に限られた場所で相互
に作用しなければならず，そこから「都市化jの統計上
の定義として人口の大きさと人口密度が適切となる。ま
た，この点から都市の労働力は多くの異なった活動に従
事しており，その中で農業はせいぜいただ 1つの，しか
も人口集中のゆえに広く展開できないものとなる。そこ
からまた当然，非農業的諸活動が盛んとなる。さらに機
能の複雑化のゆえに，都市区域の行政は特殊のタイプを
帯びる可能性がでてくる。J(世界人口年鑑(1972): 57) 
(2) 使用を勧告する諸定義
「国際統計会議では，普遍的に適用可能な都市地区の
実用的な定義を得ょうとする協力がなされているが，と
くに地方自治体の組織における性格と歴史の差異のゆえ
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に，そうした定義は完成しえないと認識されるようにな
った。地域単位はある国では大きく，他の国では小さい。
その境域はある国では都市人口集積の地理的拡大に対応
して，しばしばi修正され，他の国では不変の領域が厳し
く維持されている。地方政府の形態が世界中でさらに標
準化されるという，ありそうもない変化がおきなければ，
定義が著しく同質的になるということは実現しえないで
あろう。
したがって，この問題についての国際的な議論の重点
は，センサス結果は人口の大きさによって区分された地
区(あるいは他の領域単位)ごとに集計すべきであると
いう勧告に向けられている。しかし，そのような単位の
境域が各国で同様に区画されると仮定しでも，与えられ
た大きさを持つ典型的な地区が，ある国では他の国より
も都市的タイプの特徴を持つということが指摘された。
きわめて大まかに言えば，ある居住地が「都市的特徴お
よび機能」をもっと思われる典型的な人口の下限は，人
口密度と発展の段階とによって変化する。また「アーパ
ニズムJは人口希薄な国においても，経済的にもっと発
展した国においても，比較的に小さい人口集積地と結び
っくものである。したがって，どんな大きさ以上が「都
市Jとして指定されるかに必ずしも関係なく，居住地の
大きさにしたがってデータを集計することが望ましいと
恩われる。そのような操作は結果的に有用な知識を生み
出すことになる。それは，人口の特性がある場合には小
さな町と村との間よりも大都市と小さな町との間でもっ
と大きく異なるからである。
かくして，国連統計委員会は都市化の地域範囲あるい
はその限定方法を指定することなしに，人口の大きさを
基準として使用することを勧告している。名称の点に関
しては，統計委員会は「ロカリティJの誇の使用を勧告
し，その地域としては「人口集積Jつまり行政境域と関
係なく人口の密集した居住地の地区内を採用することが
望ましいとしている。アメリカ・アジア統計家会議では，
それぞれの地域内においても「都市」地区に統ーした基
準を与える勧告はできないという見解を示したが，ヨー
ロッパ統計家会議は，ヨーロッパでは人口 1万以上の地
区を「都市地区j，人口 2，∞0-9，0∞を「都市・農村混
合地図j，それ以下を「農村地区」と呼ぶことを示唆し
た。
「人口集積地」を比較可能な形で区画することは，と
くに世界の大都市の場合に必要である。それはその人口
の大きさを現行の行政区域のままでは有効に比較できな
いからである。大都市の範閉を区画する方法は多様であ
り，容易に標準化できない。しかもーたび大都市につい
て区画がなされると，その圏内におけるすべてのより小
さい「人口集積地」を比較可能な形で区画する為に大き
な費用がかかるという問題が残るであろう。ある国では
最大の人口集積地だけが区画され，またそのような区画
がどの程度の人口の大きさまで実施されるかは国によっ
て異なる。どんな実際的な操作が望ましいかについて多
くの研究が行なわれた。日本で用いられた方法は2つの
利点を結びつけたと思われる。すなわち，人口の大きさ
とはほとんど無関係に高密度居住地の範囲から地区が選
ばれ(この場合，最少人口5，000人以上)，その選択の方
法は，人口センサスの調査区の人口密度によっているの
できわめて便利である。j(同書:59-60) 
(3) 人口集積地区
同書は，上に言う人口集積地区を，生態学上の都市の
定義として以下のように説明している。ただしこの定義
は，他の観点からも可能な諸定義，すなわち，行政上の
定義(地方自治体のタイプと地方政府の所在地との2)， 
行政単位の大きさによる定義，経済機能からの定義，経
済学的定義(大都市地域〕などとならべられている。
「国際的に勧告されている都市「地区」の定義は，行
政上の範囲とは無関係に高密度居住地域の範囲内にある
人口集団のことである。これはどんな大きさと経済形態
を持つ地域にも関連する。この都市「地区Jは農村住宅
の小さな集団(例えば，まったく散在する農村人口とは
区別される小集落)に始まり，他の極では，都市化地区
が合同していくものと考えて，いくつかの行政上の都市
が含まれる，都市化地域のことである。このように定義
された都市地区の中から，一定の大きさ以上の地区や大
部分が非農業活動の地区を選んで「都市」人口集積地区
として定義することもできる。都市人口集積地区はその
周辺で建築活動があれば，地域的に拡大することが明ら
かである。場合によっては 2つあるいはそれ以上の隣
接する人口集積地区が一体化する。
ある国では，人口センサスを目的として人口集積地区
の範囲を精密な地図作業に基づいて決めるが， その場
合，同じ人口;集積地区に含まれるかどうかを決定するた
めに，個々の家の距離を測っている。しかし，さらに簡
単な決定のし方は，例えば，隣接する一群のセンサス人
口調査区が最低の人口密度を越える場合にそれを単位と
して用いることである。この方法では人口集積地区の境
域を地理的に正確に決めることができないかもしれない
が，しかしその結果は人口学的研究にとっては十分に正
確である。アメリカ合衆国では，少なくとも人口 5万以
上の行政都市に隣接する「都市化地区」がセンサスごと
に設定されている。日本では，隣接する一群のセンサス
人口調査区が一定の高い人口密度以上に達し，その全体
の人口が最低5，∞0人以上である場合に，その地区は「人
口集中地区」と定義される。人口集積地区を大まかに区
画する別の方法も使用されており，例えばフランスでは
自治体の集合による人口集積地区が定義されている。
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ある程度模式的にいえば 1つの大きな人口集積地区
あるいは「都市化地区jは，一般に 1つの中心都市(す
なわち都市的な行政単位〕および道路・鉄道・水路など
の主要な交通路に沿って分岐している都市化された高密
度の「放射状形態」から成る。このような都市の「たこ
足状態」は時とともに他の都市中心地，例えば衛星都市
を吸収するようになり，あるいはいくつかの隣接する
「たこ足状態」地区と接触して，都市連合を形成するよ
うになる。発展した「放射状形態Jの問には，依然とし
て農村地域とみなされる低密度居住地域が残る。 Iたこ
足形態」の地域的な成長は「放射状形態」が長さと厚み
を増し，さらにしだいに，そこから横へ向って伸び，側
面の結合網を形成するようになってゆく。もちろん実際
には特定の地理的性格のために，人口集積地区が正確に
そのような典型的な形態に到達することはない。緑地帯
計画あるいは環状道路の建設のような配慮された行動が
導入されると別の修正もおきる。
人口集積地区の成長は，市街化された都市的条件の下
で，すなわち都市的密度において，居住している地区を
正確に反映するということは明確な事実として残ってい
る。成長の傾向の中には，以前の「農村」地域が「都市」地
区へ変更されること，つまり境域再編成が含まれている。
普通，センサスでは大都市あるいは町だけが人口集積
地区として区画されるので，小さい町はそれが著しく都
市的性格を持っていても，もしすでにいずれかの人口集
積地区に吸収されていない限り「都市」の範鳴から除か
れたままである。いくつかの主要な都市化地区の人口を
合計しでも，それは一般に一回全体の「都市」人口の合
計よりも小さい。 I都市j人口は，はるかに多くの小さ
な都市および町を含むものとして定義されているからで
ある。J(同書:64-65) 
(4) 結論的な見解
「これまでの議論から，さまざまな示唆が浮びあがり，
それらは単一の形の勧告にまとめることはできないよう
に思われる。全体として言えば，都市人口を統計的に計
1則するための基準としては，それぞれの目的に対応して
異った組み合せが必要であるといえよう。政策の実施が
地方政府の機関に依存している点からいえば， r行政上
の都市」人口についてのデータと推計値が必要である。
居住地域の形態に応じて精密化しなければならない計商
や対策については，高い密度で居住あるいは市街化の状
態にあり，かつ高密度居住の境域内部で少なくともある
最小限以上の人口を持つような地区を都市居住地と考え
ることが最も有効である。このことは小さい町の場合で
も世界最大の都市および都市連合の場合でも必要であ
る。しかし実際の人口の大きさと筏度の限界は変化せざ
るを得ないであろう。なぜならば，与えられた限界の中
で全体の人口密度が異なり，また発展の段階が特に交通
および通信の点で異なる諸国の問では都市」の意義
が等しくないからである。隣接するセンサス調査区の集
団の中で「人口集中地区Jを区画する日本の方法は，この
点において大いに将来の可能性を示すものといえよう。
すでに大多数の工業国に依存し，また遅かれ早かれ世
界の他の地域にも出現すると思われる条件を考慮すれ
ば，問題の焦点はある程度地域的な概念に移ると恩われ
る。しかし認識されるようになった大都市地域は境域的
には対応するもっと厳密な都市化区域よりも広大であ
る。さらに大国の問では2つのタイフ。の地域および非大
都市地区が区別されるようになってきた。おそらくこの
点ではすでにアメリカ合衆国のセンサス局でなされた仕
事が有用な先例であろう。
しかし将来のことを考慮すれば 4種類の分類が大部
分の具体的な目的に対して実質的に最も役に立つという
考え方が成り立つ。大都市地域およびそれ以外の地域の
いづれにおいても都市化地区と非都市化地区(すなわち
主として高密度および低密度の居住地域〉を区別するこ
とが必要となり，この結果，大都市地域の都市化区域居
住人口，大都市地域の農村区域居住人口，非大都市地域
の都市化区域居住人口，非大都市地域の農村区域居住人
口の 4つの範鴎が成立し，それらが地域的，施設的・経
済社会的計画の多くの目的に対して同様に役立つように
なるといえよう。今や都市化現象および都市的な地域区
分が急速に進行しており，そのために現在ではなお有用
な各種の概念も間もなく古くさくなる可能性があろう。」
(同書:66) 
~ 3. 環境論関係
1. 自然環境 中野尊正
著者は東京都立大学教授(1920- )。本稿使
用書は， r都市計画と都市の自然的基盤J，木
内=藤田監修『都市と国土~ 3， 19710 
(1) 都市の自然環境
i 問題性
I(・・…これまで数多くの都市や都市計画の専門家は，
..1都市の)立地条件を考えるにしても，都市がどん
な土地の上に立地するか，都市と水(河川|・湖沼・海〕
との関係，都市と交通条件といった点に考慮を払うが，
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計画とか都市の変化の研究を前提とする場合には，もっ
ぱら社会経済的条件とその変化に注目し，自然的立地条
件はそれほど重視されないことが多い。若干の考慮が払
われでも，自然的条件をとかく固定的に考えやすい。都
市の立体化を計画するときにも，必ずしも地盤を優先さ
せては考えておらず，地盤条件を建造物に関する技術に
よって克服するという考え方が表面におしだされてい
る。公園・緑地の問題にしても，たとえば東京付近にお
ける緑地帯の例にみるように，実効を伴わず，かえって
各種の制限のあることが災いして荒地的空閑地，違反建
築，ゴミすて場，ネズミ，野犬，野良猫の巣，犯罪など
の発生しやすい地域，いわば都市のなかの吠問題地域"
を形成している。J(中野1971: 305) 
i 概観
「都市発生の初期にはこうした自然的立地条件が優先
しでも，都市の膨張とともに，必ずしも立地条件を考慮
しなくなる。このため工業地域と住宅地域が相接した
り，あるいは混在して，大気汚染，水質汚濁，騒音，悪
臭などの公害が社会問題化してくる。工業用水道の整備
がすすまず，地下水の利用が過剰になると，地盤沈下が
発生して，建造物に被害を与えるだけでなく，常習的水
害地域として水害の危険度をたかめ，水害発生の頻度を
増大することになる。こうした一連の，都市の発展を阻
害する要因を未然に排除し，人間中心の都市を建設する
ためには，自然的立地条件を考慮した都市計画がのそ、ま
れる。外国の都市に限らず，日本の都市においても，初
期には都市とその周辺の自然環境を存分にとりいれ，活
かした都市を建設した例が多い。しかし日本では最近に
おける都市の急膨張の時代に，自然的立地条件を無視し
てきたものが多く，災害や公害が社会問題になる都度，
その非が指摘されるようになってきた。
都市の住民にとって，住みよく安全な生活環境は，一
つには自然的立地条件を存分に考慮にいれた都市計画，
都市建設によって保証される。ここでは自然の個々の要
素とともに，自然を全体としてとらえる考え方が必要で
あり，自然の特徴を生かした都市が形成された。湖沼を
中心に緑地が，まわりのゆるやかな斜面には排水施設が
整備され，緑ゆたかな住宅地が，そしてその両者の中間
にショッピンク守街といったパターンは欧米の都市によく
みられるところである。台地をきざむ谷底を緑地・公園
とし，台地斜面を緑地，台地上に整備された都市施設を
もっ住宅地，商庖街が計画的につくられ，ゆったりとし
た公園がいくつか配置されていたら，東京西部の地域は
ずっと快適な都市として発展したであろう。こうした配
置のうえで工業地域がもっとも問題になるが，日本の都
市ではしばしば工場地帯が都市の住宅や商庖街に近接し
て形成されており，大気汚染や水質汚濁，騒音，悪臭，
地盤沈下などが社会問題となりやすい。谷底平野の地価
のやすいところに中小企業の工場群や密集住宅地が混在
し，斜面の遮断緑地は逐次マンションや住宅地におきか
えられ，台地面は商庖・住宅が混在していて，見わたす
かぎり，灰色の建物や黒い瓦屋根がつづく有様は，欧米
の諸市の景観とはまったく異なるものである。谷底の工
場群からの悪臭，騒音，煙などはまわりの住宅地や商庖
をなやまし，廃液は河川を汚している。まったく自然環
境を生かした都市計画の欠如というべきであろう。J(同
書:306-307) 
(2) 自然環境の諸種
i 土地環境
「都市にとって地盤は，都市の形態をあたえるうえで
基本的要素である建築物や土木構造物・公共施設などを
のせる土台であり，すべての都市構成の要素は地盤と直
接間接のつながりをもっ。しかもすべての部分で等質等
価ではなく，場所による差異をもっている。地盤はある
厚みをもつから，地表面と直接，あるいは若干ほりこん
で地盤と接触するなど，関係の仕方にも多様性がある。
地盤とその上に展開する都市の諸施設の関係の仕方はし
たがって多様であり，その多様さを考えにいれた上で都
市の諸施設がつくられているわけではない。このため，
地盤の性質に起因する欠陥が生ずることがある。この欠
陥が慢性的に顕在化する場合もあるし，急性的にあらわ
れることもある。地域差のあることはもちろんである。」
「地盤を都市との関連において考えるためには，地盤
そのもののもつ静的動的物理性の究明，地盤の地域差，
地盤の慢性的急性的変化とそれが都市および市民に及ぼ
す直接間接の影響とその結果，都市計画のなかでの取扱
いについての理論といった諸点に注目する必要がある。
静的な物理性についていえば，構造物をささえるものと
しての地盤という観点から，いわば支持力が問題になる。
動的な性質についていえば，クイックサンド現象や地下
水の汲上げによる緩慢な変化などとともに，地震動によ
るきわめて急性的な地盤の変化が検討されることにな
る。前者のためには，地形，地質，土質の解明が必要で
あるし，後者のうち前段については，さらに地下水の水
理の解明が必要になる。後段については地震波動のった
わり方，地盤の震動特性といった現象とともに，急性的
な地盤液状化現象などが問題としてとりあげられること
になる。これらの現象そのものの解明は個別科学の課題
であるから，その結果と都市とのつながり，現象の地域
差と都市とのつながりなどについての追究が要請される
ことになる。(同書:310-311) 
i 水文環境
「都市が立地した当初，水の便，水の害を考えて場所
がえらばれた事例が多い。しかし，河川汚濁がすすみ，
用水としての価値が皆無になると，そして都市の用水施
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設が都市の必要とする上水，工業用水を十分に供給でき
ないほど人口や施設が集中してくると，水不足や地盤沈
下につながる地下水利用の現象がおこる。水はそこにあ
るから価値があるのではなく，安心してつかえるように
処理されてこそ，高い価値をもつものである。都市周辺
の水は，量も質も都市の膨張をまかないきれるほどでは
ないし，利水に関する施設も都市の発展のテンポにパラ
ンスできなくなってくる。ここに水資源開発に対する都
市的要求がうまれることになる。利用できるよう水の処
理がおこなわれるが，河川上中流におけるダムの建設，
導水路の開さく，水処理場の建設など一連の事業を必要
とする。都市と水とのかかわりあいは，ここでは，都市
のなかでのみ展開するのではなく，実に数100凶もはな
れた山間部において，しかも都市の属する河川流域外か
らの導水もときに必要である。都市は自然地理的条件を
無視して発展膨張するから，この局面では自然条件には
無関係に，技術，都市的要請によって，自然を克服でき
るといった考え方もでてくる可能性がある。しかし水を
うみだす降水は自然現象であり，その波動的現象によっ
て，巨大都市ほど大きく深刻な影響をうけることになる。
1964年，東京オリンヒロック直前の東京は正にこうした事
態にさらされていた例なのである。」
「資源としての水に関する問題だけでなく，水による
害が都市で急激にふえていることにも注意を払う必要が
あろう。J
「……都市の膨張はしばしば十分な水防施設のないま
ま展開する例が日本ではとくに多い。J(同書:315-320)
ii 気候環境
「都市地域でとくに気候環境が問題にされるのは，気
温の上昇などこれまで知られていたこと以外では，一つ
には大気汚染であり，他の一つは風の問題である。前者
は日射量を減少したり，紫外線量を減少したりといった
副次的現象を伴う。汚染源としては工場やビ、ルの煤塵，
有毒成分をもっガスが知られているが，交差点や交通渋
滞地域での自動車排気ガスも世界各地で急激に問題が表
面化しつつある。これらの汚染源は実証に手間はかかる
としても，個別的にそれらをとらえることができるから，
代公"害の名において一括してよいかどうか異論のある
ところである。立体交差にしたり，集合高煙突などによ
って技術的に事を解決しようとしているが，汚染源の拡
大，汚染濃度の濃密化，有害成分の多様化などを考える
と，集団的に人が居住する場所としての都市との関連に
おいて，人間優先の立場から再検討を加える必要があろ
う。JC同書:322) 
iv 生物環境
「都市とかかわりをもっ環境には，土地環境，気候環
境，水文環境，生物環境，人為的環境があり，とくに人
為的環境のもつ意義が大きい。しかし都市における環境
破たんが人為的環境の悪化に伴って拡大すると，しばし
ば自然的環境に波及し，その結果が再び人為的環境に反
映してくる。生物環境のもつ意義の第 1は植物の光合成
による同化作用であり，炭酸ガスを摂取して酸素を放出
していることである。大気の汚染を遮断する効果をもつ
わけである。第2は，緑地として人為的な色彩にぬりつ
ぶされる中にあって，わたくしたちの限を楽しませてく
れる。第3に，広い空間が緑地として確保されていれば，
騒音，悪臭を遠ざけ，散策に好適の場所として利用でき
る。反面，手入れのわるい場合には有害な昆虫や動物の
巣となり，また各種犯罪が行なわれたり，ゴミ捨て場と
して，都市にとっては不都合な場所となる。よくニュー
タウンの計画などで，緑地として残されている例をみる
と，しばしば緑地の規模が小さく，また樹種も適切では
なく，かえって昆虫やその他の動物の巣となっていて不
都合なものをみかける。その土地に適した樹種からなる
緑地であることがのぞましい。J(同書:325) 
2. 都市の気候 大後美保・長尾隆
2著者は気象学者，大後は成媛大学教授(19
10ー 〉。本稿使用書は，共著の『都市気候
学』朝倉書庖， 19720 
I 都市気候の形成要因
(1) 都市の被覆状況の変化
「都市の形成はいいかえれば自然破嬢である。都市が
発達するにしたがって，空閑地は少なくなり，緑が消え
て各種の建造物でおおわれることになる。このように地
上の被覆状況が変わることは，自然状態の場合の気候を
大きく変えることになることはいうまでもない。ここで
はいくつかの被覆条件について簡単に説明することにし
よう。
建蔽度の増大 農村より都会のほうが，都会でもそ
の周辺部の郊外より中心部にいくにしたがって建築物が
密集している。ある面積を建築物がおおう割合を建蔽率
(建築法のものとちがう)とすれば，都会では郊外から
中心部に向って建蔽率が大きくなる。最近は建造物につ
いては容積率が問題となっている。……
建蔽率と容積率を総合したものを，ここでは仮に建蔽
度ということにすると，都市化は建蔽度の増大を意味し，
これはその地域の気候に大きな役割をはたすこととなる
ことはいうまでもない。
縁地の減少 都市化の進むにしたがって，樹木が少
なくなり，緑地が減少する。緑地として確保されている
のは公園である。外国では，パリのブローニュの森，ロ
ンドンのハイドパーク， リ一セントパークなど都市に広
大な公園があるが，日本の都市の公園の占める面積はー
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般に小さい。しかも日本では大都市ほど公園の面積が小
さく，東京，大阪の公園面積はニューヨークの9分の l
以下，ロンドンやパリの4分の l以下である。都市の緑
地が少なければ少ないほど自然が破壊されていることに
なるから，当然そこの気候もちがってくる。
道路の舗装率の増加 都市化が進むにしたがって道
路は舗装され土がみられなくなる。一
舗装率が大きくなれば当然，自然の状況とちがってく
るので，これが特有の都市気候を形成する要因となる。
被覆物の材質の変化 都市を被覆している各種の建
造物の材質が変化するとそれにともなって都市気候も変
わる。ヨーロッパでは農村や近郊では現在でもなお木造
住宅がみられる。しかし，都市では富の蓄積や権力を誇
示するために寺院や市庁などの公共建造物が早くから石
造りとなり，その後しだいにコンクリート建築物に切換
えられている。日本は，従来，公共建築物でさえ木造で，
都市の家屋のほとんどが木造であった。その日本でも
近年，都市を中心としてコンクリート建築物が急増して
いる。……また舗装も，以前はレンガ，木レンガなどの
舗装もあったが最近はコンクリート舗装が多くなってき
た。これらの材質のちがいは被覆物の熱容量や色のちが
いともなり，色がちがえば当然日射の吸収率もちがって
くる。
こうした都市の被覆物の材質の変化も，都市気候に大
きな影響をあたえるのである。
都市の河川の変化 都市は河の近くに発展したもの
が多く，それらの都市の気候に河が重要な役割をはたし
ている。すなわち河川の近くでは，ふつうは，気候が温
和化されたり， )1¥風が吹いたりする。ところが都市の発
達により河川の状況が変化しつつある。
都市が発達するにしたがって用水量が多くなり，河川
の水が使用されるので，しぜん都市を流れる河の水量が
減少する傾向がある。……さらに都市を流れる河川はと
かく汚濁しがちで，河川の色調の変化は日射の吸収力に
も変化をあたえる。このように河川の状況が変化すれ
ば，河川に基づく都市気候も変わることとなる。J(大後
=長尾1972: 3ーの
(2) 都市の人間活動の増大
「都市には多くの人間が集中していて，しかも農村と
はちがった人間活動が行なわれ，莫大なエネルギー消費
が行なわれるので，これが直接または間接的に都市気候
を形成する要因となる。
都市の被覆状況や人間活動，なかでも後者には人口が
問題であり，いうまでもなく人口が多くなるほど都市気
候に大きく影響する。次にエネルギー消費としては生産
に関係のあるもの，冷暖房など生活に関係のあるもの，
ならびに輸送に関係のあるものである。
人口 …-・都市の人口が増加するにしたがい，都市
に集中した人間活動の様相も変化した。すなわち流通基
地的な性格から，工業生産，管理機能をもったものへと
変わった。こうした人間活動の変化は，自然破壊の様相
も変え，これにともなって都市気候も変わったのである。
エネルギー使用量 都市に人口が集中するにしたが
って，都市でのエネルギーの使用量がが急速に場加し
た。現代の都市においてはまず電力が必要であり，人口
の増加と生活レベルの向上により電力消費量は急速に増
加した。したがってこの需要に応じるためには，発電所
を増設しなければならない。火力発電所では熱源として
石炭や石油が使われ，発電量が多くなるにともなって発
電所からの排煙が多くなった。同じようなことは都市ガ
スについてもいえる。さらに，都市周囲の大小の工場も
しだいに増え，これからも煙がばらまかれる。こうした
煤煙が都市の空をおおえば，これによっても都市気候は
変わっていくことになる。
工場や冷房では多くの冷却水を使う。これらの冷却水
を放出するために河川や海の水温がちがってくる。東京
湾の水温も周辺の発電所その他の工場からの冷却水によ
り，以前より高くなっているといわれている。これも間
接的に都市気候を変える一因となる。
エネノレギー使用量のとくに多い工業都市ではこうした
ことによる都市気候の変化が大きいばかりでなく，大気
汚染という公害を防除するうえからも，都市気候が問題
となる。
輸送量の増加 都市が大きくなれば大きくなるほ
ど，都市を中心とした物質や人間の輸送量が多くなる。
これらの輸送の主役を近代都市では主に自動車がつとめ
ている。
自動車の排気ガスについても工場の煙突から排出され
る煙と同じようなことが都市気候に対して考えられる。」
(問書:5) 
E 都市気候形成のメカニズム
「都市気候形成の主要要因には都市地域の被覆状況の
変化と人間活動とがあることを述べたが，これがどのよ
うなメカニズムで都市の気候を変えるかというと，直接
的な場合と間接的な場合とがある。」
(1) 直接的な場合
「直接的な場合というのは，建造物により日照や風が
さえぎられて，気温，湿度，風速，風向などが変わる場
合である。
また都会内ではエネルギーの消費が多く，都会が熱機
関のような役割をはたすこともあり，このための昇温と
いうことも考えられる。J
(2) 間接的な場合
「次に間接的な場合にもいろいろある。まず都会の被
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覆状況が変わると熱収支が変わってくる。たとえば，コ
ンクリートの建物が多くなったり，舗装道路が多くなっ
たりすると，これらは，木造の家や舗装していない道路
よりも熱容量が大きくなるので温まりにくくなり，冷え
にくくなる。
こうしたことが都会内の気温にも影響するし，さらに
霜の降りかたや結氷，融雪にも影響することとなる。
また被覆物の色によっても日射の吸収がちがい，これ
がフローの熱収支を変えることとなる。したがって，戦
災や震災で多くの家屋が焼失しても都市地域の気候はな
お若干特有の気候を残しているのである。
また，都会の内部と周辺部との気温がちがってくると，
このために都会特有の都会風といったものも起こること
となる。
次に都市内では水収支がちがってくる。建物による建
蔽度や舗装率が進み，排水施設が完備した近代都市では，
降った雨はただちに地表面を流れさることとなり，地下
に吸収される雨の最が非常にわずかなものとなる。地下
へ浸透する雨水が少なくなり，地面からの蒸発量が少な
くなると，地温が高くなる。これは夏の雨水温は気温よ
りかなり低く，これにより地温の下げられることがなく
なるばかりか，蒸発による熱の逸散が少なくなるからで
ある。また蒸発量が少なくなると，湿度が下がり，温度
の高い空気が上昇することもなくなるので，局地的な雨
量は少なくなるかもしれない。都会では今までこのよう
なことはみとめられていないが，森林については，森林
を伐採したために雨量が少なくなったという例もある。
都会の影響をうけて前述したように海，湖， i'可などの
水温が高くなると，海陸風，湖風，川風などの吹きかた
が当然ちがってくる。こうした海陸風のような風が発達
するようなときには，小規模な前線ができて，このため
に雨の降ることがある。天気のよい日の朝雨はこのよう
な原因に基づくものであるが，こうした雨の降る地域や
規模も都会の発達にともなって変わってくると考えられ
る。
さらに都会を中心とした大気汚染も気候を変える一因
となるが，この場合には汚染物質が霧の発生を促進した
り，また汚染大気が温室作用をしたりすることが多い。」
(同書:6-8) 
E 都市気候の改造
(1) 都市気候改造の意義
「都市が急速に発達し，膨大なものとなるにしたがっ
て，過密や公害などいろいろな弊害が発生し，再開発を
しなければならない事態にたちいたっている。こういう
新時代を迎えるにあたり，気候のうえからも，都市の気
候をよりよくするような問題，なかでも都市気候の改造
のためのシュミレーシヨン理論を確立することがきわめ
て重要となってきた。...
都市が発達するにしたがって，それぞれの都市の性格
に応じた気候が形成されることを，日射，気温，湿度，
風，雨，雪，霧などの気候要素について述べたが，ここ
で，いかにしてそのような都市気候が形成されるかにつ
いてのメカニズ、ムをダイナミツクに追究する必要があ
る。都市気候学の終局の目的は，公害のない住みよい都
市造りや生活と生産の合理化をはかることにあるのであ
るから，これらを実施するには都市気候がいかにして形
成されるかについてのメカニズムの究明とその理論の確
立がまず必要である。たとえば都市の上の風や気温の実
態が明らかになればスモッグ警報，施設の改良，立地の
合理化などにより公害を防ぐことができょうが，さらに
積極的な方策としては，都市気候を人為的に改良するこ
とであり，それには都市気候の形成理論を究明すること
が肝要であろう。こうしたことは直接人間の生活に関係
のあるミクロな都市気候には一層必要なことで，またミ
クロな都市気候には人為的にも容易に変えることがで
き，効果をあげやすいのである。最近農業生産が高くな
ったのも，農作物が生育しやすいように農地のミクロク
リマを改良したことによるところが大きいのであって，
同じように都市気候を改良することはそこで人聞が健全
な生活を営むためにも，今後ますます重要な課題となろ
う。」
「都市気候の形成機構を解明するには都市気温の形成
の原因となる都市地域の熱収支，都市上空の安気の動き
のメカニズム，都市天気に関係ある上昇気流，小前線の
メカニズムなどがまず主要な問題といってよいであろ
う。」 (同書:168-169) 
(2) 都市気境モデル
「都市地域のもっとも下層には微気塊が存在すると思
われる。微気塊というのは，建造物や高い樹木などで囲
まれたところに存在する気塊で，この気塊の形成する気
候は直接人間に影響するところがもっとも大きい。微気
塊は熱収支，水収支などの変化，いいかえれば晴雨によ
り大きく支配され，晴天のときほど各微気塊の特性が顕
著となる。各微気塊間の特性の差は大きく，都市地域内
からもっとも剥離しにくい気塊といってよい。
都市地域内の地被のちがいや微気塊の影響をうけて都
市の上に形成される気塊を小気塊とする。集団家屋，空
地，公園，河川などの上にはそれぞれ性質のちがった気
塊が形成されると考えられ，これが小気塊である。
さらに高いところへゆくと，各小気塊のなかには両者
の性格の差が小さくなり，気塊を細分化できなくなり，
中気塊がみとめられる。たとえば都市の中心部一帯と周
辺に近い地域の上に中気塊がみられることとなる。
中気塊より上層へゆくとさらに中気塊問の差異が不分
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明となり，都市地域と都市の影響をうけない地域という
ような大区分となり，こうした分けかたによる都市気塊
を一応都市の大気塊とよぶこととする。
都市をおおうここでいう微気塊，小気塊の集まり全体
が前述のクラーク，関口らのモデソレの都市大気にだ‘いた
い相当するのである。
微気塊はなんらかの障壁で固まれているから垂直境界
面はそれほど移動しないが，小気塊以上の気塊の垂直境
界面は水平方向にカが加わることにより，たとえば風な
どにより，いずれかの方向に傾く。垂直境界面が極端に
傾くときには，ある気塊は消滅してしまうこともあると
考えられる。いいかえれば，風が強くなるほど，上層の
水平方向に区分される気塊の数は減少することとなる。
垂直境界面の気象の不連続性が大きくなると，一般気
象により移流してきた空気とも関連してそこに弱い前線
が発達し，これが雲や雨の原因となることもあると恩わ
れる。
また，地形によって同程度の都市でも，都市気候がち
がってくる。これは都市地域に発生する各種の気塊の形
や大きさが，地形の影響をうけてちがってくるからであ
る。
各気塊の水平境界面も一定のものではなく，天気や都
市活動などによってそれぞれ高さが高くなったり低くな
ったりする。気温の逆転が存在するときは別として多
くの場合には水平境界面のようなものは実際は無いのだ
が，下層の気塊の勢力範囲がどのくらいの高さまである
かを想定するためにわかりやすく区切ってみただけのこ
とである。実際には下層から上層にゆくにしたがって，
小気塊，中気塊，大気塊と漸変しているものである。ま
たみかたを変えれば，ノj、気塊が中気塊の，中気塊が大気
塊の性質に影響するものとみてよい。
ここでこのような気塊に区分したのは，それぞれの気
塊の成因，性質を究明し，さらに微気塊が小気塊に，さ
らに中気塊が大気塊にどのように関係するかについて，
将来，運動や熱エネノレギー収支の数値計算をするうえに
都合がよいと恩われたからである。J(同書:194) 
(3) 都市気境の改造
「都市に発生する気塊の性格はある程度人工的に防災
上，保健衛生上都合がよいように変えることができる。
それには，実測やモデル実験などにより高度別気候など
を求めて，各気塊の生態を明らかにし，各気塊の形成メ
カニズムの理論を確立しなければならない。そして都市
計画に住みやすい都市にするように微気塊，小気塊，中
気塊，できれば大気塊までも改造するように反映させる
ことが肝要であろう。
都市計画によりもっとも改造しやすいのは微気塊であ
る。微気塊は元来建造物や樹木などの影響をうけて形成
される気塊であるからである。ビノレが高層化すればする
ほど，その谷聞は日射に恵まれず，空気は汚染する。ピ
ノレの間隔と高さを適当な条件にとれば，自動車の排気ガ
スなどは拡散しやすくなる。
道の方向を強い風の最多風向に平行に設ければ汚染空
気の拡散にはよいが，火災のときにはこの道が煙突作用
を起こして，被害を大きくする可能性があるとも考えら
れるので，こうしたことも考慮して工夫する必要がある。
また微気塊を変えることにより小気塊，さらに中気塊
の性格も変えることに役立つであろう。したがってこれ
らの気塊をよりよくするということも考えて微気塊を変
えることがこのましい。
各気塊の規模は都市によってちがい，かりに東京につ
いて想定してみると高さ 3∞m くらいまでが小気塊に支
配されることが多いようである。都市からの煤煙や排気
ガスの多くはこの小気塊を汚染する。しかもこの気塊内
にはしばしば気温の逆転層ができるので，上方への拡散
がおさえられて，よけい空気が汚染する。小気塊も，都
市地域内の異質の地被の配分の変更によりある程度変化
させて低層の空気の汚染を減らすことができるかもしれ
ない。
東京などの大都市では中気塊は高さ 600mくらいまで
の気層で，さらに高さ1，200-2，OOOmくらいまでの気層
が大気塊にはいるように思われる。これらの気塊は都市
の影響ばかりでなく一般気象の影響を大きくうける。こ
うしたことから中気塊や大気塊で汚染したときには，そ
の都市から意外に離れたところで被害をうけることもあ
る。光化学スモッグなどはこの例である。J(同書:195 
-196) 
3. 生物事境 宮脇昭
著者は横浜国立大学助教授(1928- )，本稿
使用書は「都市と自然J，岩波講座『現代都市
政策Jl1， 1972。
(l) r都市の発達と自然破壊J
「すべての生物はこの世に生を受けた瞬間から，自分
やその種族が一時的でもよりめぐまれた生活が営めるよ
うに，環境改善を行う。人間も同様に集中の便利さや利
益をもとめて，多様な自然環境を画一化して都市を形成
する。生命集団とその環境との調和ないしパランスから
見ると，自然の多様性こそもっとも強い自然の表現カで
あり，一回かぎりの災害にも強い抵抗力をもち，復元も
容易である。しかし，人聞がせつな的・経済的・文明的
な便利さや効率だけを目標に，自然にたいして，人間の
干渉に対する許容能力をこえるほど影響を与え，改変・
破壊を行ったとき，実は自然の一員，多様な生物社会の
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一員としての人間の生存にまで，直接・間接の影響をも
たらすことになったのである。
都市の発達は，当然たとえば高木，亜高木，低木，革
本，コケ植物，土の中の無数の小動物や微生物群などの
生物たちによって形成されていた，その土地本来の森林
のような多彩な生物社会や多様な自然の|嗣ー化したがっ
て貧化をもたらし，それは同時に生物の生命力や抵抗力
の低下を強要することになる。都市の発達による生物相
の貧化・画一化は，それぞれの生物社会またはその機能
的系としての生態系の枠を超えるほどの干渉が加えられ
たり変化させられたときは，たとえ善忘:で行う改変であ
っても生存環境の荒廃をもたらし，生物集団の破滅をも
たらすのである。
都市と自然の関係を消極的な立場からまず考察してみ
よう。今までの都市や都市文明の発展の過程は，そのま
ま人間の持続的生存環境としての自然の退行・消滅過程
に対応している。都市の発展はそのまま自然破壊を促進
し，ひいては市民生活の破綻，都市の崩壊につながる。
このような一種属だけの，生物社会や生態系のパランス
を超えたほどの環境改善や過集中の結果が，生態学的な
生物社会を存続させるための生存環境の最適環境をこえ
てさらに最高条件へとつき進んだとき，その生物や集団
の生存も危機に瀕する。パッタや雑草集団にみられるよ
うに，またすべての生物社会に見られる一時的な生活環
境改善作業の結果が，かえって個体群の大量死をまねく
例は多い。自然環境と生命集団の多様なパランスないし
はシステムとの関係が，おなじ生命集団としての人間社
会にどのように効くかは興味ある問題である。今まで長
い間，人間は他の生物社会とはまったく異質で優位にた
つものと信じ，人間だけの繁栄を考えて，他の生物社会
の共存者のことはまったく無視していた。むしろ人間社
会を他の生物集団ないしは社会と隔絶したものとして考
えるところに，人類文明発展の端緒が開かれたともいえ
るのである。
今まで人間がどれほど狂気のごとく森林を焼き払い，
邪魔ものはすべて殺しつくして，都市や文明をきずいて
きても，人間がすべての自然や生物社会の共存者たちか
ら隔絶された人工環境の中で健全に生きのびてこられた
のは，実は地球的規模で多様な生物社会とその持続的な
生存環境の枠の中で，また機能的にも生態糸のシステム
の中で，人間が生活できていたからである。しかし，メ
ソポタミヤ，エジプト，ギリシャの文明やローマ帝国の
崩壊に見られるように，彼等が都市や文明の発展に対応
して，郷土の緑の森に代表されるような共存者を消滅し
つくし，自然環境がすぐには復元不可能なほど破壊され
たとき，文明は滅び，都市も崩壊し，市民は離散し，民
族固有のポテンシャルなエネ1レギーすら低下していっ
た。都市の興亡の歴史は，都市の自然環境の破壊と長い
復元のためのゆりもどしの歴史とすら極言できる。」
「わが国の都市は，かつて多様な郷土の自然と共存し，
それぞれの立地固有の生態糸の枠の中で人間が都市を形
成していたころには，アラブ・ラテン系民族がっくり上
げた地中海地方の都市とは対象的に，つねに健全に生き
のびてきた。そして今では我が国の低地でもっとも自然
林に近い残存林が残されているのは，里山や農村地帯以
上に，奈良・京都・鎌倉に代表されるような古都である。
同様に古い住宅地や集落である。この事実は最近100年
間の西欧の一面的な技術導入の結果が，鉄・セメントな
どの非生物的な人工材料によるせつな的な生活環境の改
善には大いに寄与したが，持続的な生存環境に対しては
急速な貧化・荒廃・破綻をもたらしたことを示してい
る。」 (宮脇1972: 217-219) 
(2) r都市生態系」
「我々がどれほど立派な高層建築や交通網の整備によ
って，便利で外観上すばらしい都市をつくっても，そこ
に住む人間は生きているかぎり 2万年この方ほとんど
適応の幅もひろがらなかった生物の一員として，生物社
会や生態系の一員としてしか生きてゆけない肉体の持ち
主にすぎない。しかも人聞は生存環境要因のほんの一つ
が欠けても，バランスがくずれても，最初にだめになる
生物社会の一員としてしか生存がゆるされていない。し
たがって，生態系の一員としての人間といえば，すぐに
それでは人間中心のいわゆる都市生態系なるものをつく
って，人間中心のインプット，アウトフ。ツトを制禦した
システムをつくればよいではないかと，単純に考えられ
やすい。しかし我々人聞が本質的には自然の一員であ
り，自然生態系の枠の中でしか持続的な生命の保証がな
いかぎり，どのような都市生態系も，結局は自然生態系
のシステムを破綻させないという枠の中でのバリエーシ
ヨンをもたらすことができる程度にすぎない。い
すべての生物は環境規制と社会的秩序規制というこつ
の関門を通らなければならない。環境要因として我々は
温度要因・土壌要因・生物要因などと分類し考察する。
また計測にさいしてはさらに細分する。しかし，それら
いくらでも細分できる環境要因が環境として生物に効く
ときには，個々の要因が別々に効くのではない。ある程
度，ある要因の過不足を他の要因が補いあいながら総合
的に効くのである。したがって，環境という概念は個々
の要因の総合であり，それが人間や他の生物の生命に関
係してはじめて環境(エンパイロメント，ウムヴェyレト)
といえる。したがって，現在問題になっている環境とは
とりもなおさず生物環境である。
さらにこの世に生を受けた生物は好むと好まざるとに
かかわらず，何れかの社会にくみ入れられる。そこでは
当然社会的な規制が働く。生物社会の規制を大きくまと
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めると，競争・共存・我慢の三つになる。とくに移動能
力のない植物の社会などでは社会的規制もきびしく，我
慢のできない植物は，自然界では一時も生育できない。
一般に植物社会の例をとるまでもなく，競争に際しては
直接より間接の相手がもっとも手ごわい。
森林の中の高木と低木や草木植物の場合の例を見るま
でもなく，生物社会では生活形や能力のちがうものの簡
では外見上は競争が働いているが，実際には共存関係が
成り立っている。高木を伐採するばかりでなく，低木，
草木植物や土の中の微生物だけを一切破壊しても森林は
消滅する。かつて，ヨーロツパ大陸のヨーロツパミズナ
ラ，ヨーロッパブ、ナの大森林が，林内に家畜を放牧した
だけで， 200年前までに完全なステップ化していた例か
らもこのことは明らかである。
大部分の植物はそれぞれの種が好む生理的最適条件か
令ややずらされた，ややきびしい我慢を強要されており，
いわば生態的最適条件下で持続的に生存している。すべ
ての生物はしたがって，生えて困る庭の雑草，虫一匹も，
きわめてきびしい環境規制と社会規制にやっと耐えて生
きのびているにすぎない。このようなきわめて精妙なた
がいのバランスの上に，生物社会はたがいにいがみ合い
ながらも，生活の場を{主み分けて共存させられている。
このようにして成立している，たとえば森林のような多
層社会こそもっとも安定した自然の表現力なのである。
新しい都市づくりとは，人間の一面的な経済的・生理
的，さらに文明的欲望の権化としての従来の都市づくり
を，まず生物社会と環境のパランス一一エコシステムー
ーの枠の中で，いやな奴とも我慢しながら共存してゆこ
うとする生態学的・植物社会学的基盤の上に成り立つも
のでなければならない。 I都市生態系」的思考も枠組み
も，実は生物社会の秩芋の枠の中でしか成立しえないか
らである。」
「それでも我々が，多くの他の生物とおなじように好
むと好まざるとにかかわらず，これからも都市をつくり
市民生活をしてゆかなければならないとしたら，既成の
人聞社会の機構だけを考えたのでは不十分である。生物
社会としても健全に存続しうる都市づくりこそ，間違い
の少い，市民の心と体の健全な生活が保証された，真に
新しい都市像といえる。すなわち都市の中に自然の多様
性，多彩な生物社会をいかに共存させるかにある。
生きものとしての市民の持続的な生存環境を無視した
従来の機能本位・経済効果本位の非生物的な都市づくり
の手法からいえば，生物社会存続の枠内での都市づくり
はきわめて非能率的で，泥くさい手法といえるかも知れ
ない。しかし，人間そのものが生物学的にはきわめて泥
くさしっかみどころがなく，多様な精神的・肉体的欲
求をもっているのであるから，人間性の回復とは，たと
えどれほど一時的に便利で飲食できる生活環境であって
も画一的な畜舎や牧場的生活環境での馴らされた家畜化
生活環境からの拒否である以上，多彩な生きた自然の導
入こそ，もっとも素晴らしい都市づくりの基本でなけれ
ばならない。J (同書:229ー 232)
~ 4.社会医学関係
まえがき
日本において「社会医学」の名称が用いられたのは，
1925年頃とされている(曽田長宗による〕が，それは，
疾病に及ぼす社会的要因，医学と社会との相互関係，医
療の社会化などをとり上げてきた。そのなかで， I都市」
を真正面から論じたものはなく r農村医学」の方で，
「農村」を研究する仕事が多かった。労働・職業などの
社会要因との関係の角度からのもの，母子衛生とか特別
の疾病の社会医学的研究という内容が中心であって，
「都市」という大きな広がりについての論及は，極く少
数のものしかなかった。
森林太郎の都市論は，文学者としてというよりも専門
の医学者としてのものであるが，単に衛生論だけでとど
まるのではなく，本格的な都市論にもおよんでいるとい
ってよいであろう。
藤原九十郎のものは，戦時下保健国策体制のもとに論
じられたもので，人体とのアナロジーでもって都市をみ
ているところに特色があり社会医学Jというよりも
「社会衛生学」の立場からする一つの見解ではあるが，
特に学問的な成果といえるかは，疑問である。
つぎの湯浅謹而のものも戦時下の所論であるが，都市
に発生する医学的諸問題を広義の環境論の見地から特徴
づけようとするものであって，その目はたしかだったと
いえよう。
戦後しばらくたち公害問題が一般化しはじめた時期に
問中正四の『都市衛生学.lI(南山堂， 1964)がある。 こ
れは，公衆衛生学者である著者が，都市衛生学として論
ずべき事項として，都市の発生，都市計画，公園および
緑地，都市住宅，騒音，煤煙防止と空気の浄化，上水道，
下水道，牛乳処理場，屠場，公衆浴場，病院，火葬場，
墓地，街路清掃，尿尿の処理，公衆便所，塵芥処理をあ
げ，それぞれについて資料を提供しているが，その都市
観は， I都市化とは都市の人口が爆発的に膨張し，その
反面農村の人口が急激に減ることをいう」と述べ(同書，
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はじめに)，さらに現代最大問題である「巨大都市問題
は一言にしていえば都市の収容力一一一単に地域的，
空間的なもののみでなく，都市公共施設の整備状況や各
種行政サービスまでも含めたものーーをこえて人口が集
中するために発生するのであって，いかに多くの人口が
集中しでも，都市の収容力さえ大きければかかる問題は
おきないはずであるJ(同書:186)と書いているように，
社会医学の見地から固有の問題を都市について把握する
ものではなかった。
最後に羽仁五郎の論旨は，もともと歴史学の領域のも
のだが，とくに力をいれた，都市の医療制度に関すると
ころだけを 1つの参考としてぬきだしたものである。
〔前田信雄提供の資料による〕
L. 都市と衛生問題 森林太郎
著者は文学者の森鴎外(1862← 1922)，本稿
使用書は『鴎外全集』第18巻，福島外全集刊行
会， 1927。
1 I市区改正論集」
(1)近心と遠心との利害
「何れの都会にでも公屋の在る所，衆人の集まる所あ
りて，自ら「中心」の用をなせり。巴里の如きは，全都
唯一中心あり。ブワルワアの辺は即ち是なり。政庁も劇
場も貿易所も，皆ここにあり。都人のさまざまの目的を
逐ふもの，悉く来りて之に迫らんとす。故に巴里は近心
の都会なり。竜動は則ち然らず。ヱストミンスタアに政
治の中心あれば，シチイに銀行，相場所の中心あり。ド
ックスは又売買の処となれれ其中心巳に多ければ，都
人各々その目的に従って散逸す。故に竜動は遠心の都会
なり。
近心の都会は事を，R8尺の聞に弁じて，民其利に頼るが
如くなれども，人愈欄ければ阻滞杜絶の虞も又愈多し。
遠心の都会は遠く行きて業を操るといふ不便あるに似た
れども，鉄道馬車，市中汽車等の網を密にするときはこ
の憂ひは止まん。されば遠心の都会は近心の都会に優れ
りと見ゆ。取捨の分は明かならん。J
「叢繭たる小府城は兎もあれ，大都会の為に謀るもの
は，先づ市中汽車，鉄道馬車等の便利を考へて，而る後
に公屋等の排置を思ふベし。遠心の都会の近心の都会に
優れたることを忘るべからず。
蓋し街衡の阻通は即ち行くものの繁きと稀なるとに関
するものなれば，其数を測ることを忽にすべからず。こ
れを測る法は，吏を派して毎時聞に往還する徒歩者と車
行者とを点録し，一歳中にて交通の最も繁かりし一時間
の数を拠とす。之に参するに交通の平均速力を以てし，
また車幅，車長等を以てして，始めて恰も当の街幅を算
定すベし。街幅は幾車幅といふ最も多く用ゐる車の軸長
を以て単位となすなにこの標準を外にしては街の日光
を受くることと，風を通すこととを勉むべし。家の高さ
街幅より大なれば，陰多くして人生に損あり。風は常に
光と共に来るものなり。街衡の此等の約束より広きは，
縦令土涯青を布けりとて，縦令水を漉げりとて，要する
に塵挨の源たるに過ぎず。J (森1927: 346-348) 
(2) I離立と比立との得失J
「地愈狭く，人愈衆くして，病も亦愈頻なり。家の前
後は己に苑園を失へり。而れども猶足らざるなり。家の
左右は北隣を相接して間隙を余さず。而れども猶足らざ
るなり。平房は二層楼となり，ニ層楼は三層楼となり，
kは屋根裏に人を居らせ，下は土筈に民を棲ます。而れ
ども猶足らざるなり。ここに於てや数十の家族，二三の
室を埋む。欧都の人家には実に此の如きもの多し。
識者の人家過調の述を見て，憂ひを懐くことは既に久
し。諸邦の政府も亦多く之を稀疎にせんことを願へり。
氏の疾みて業の堕ちんことを慮ればなり。独り地主あ
り，倣価を貧りて飽くことを知らず。彼の民の為に求む
る明光と清風とは，此の己が為に求むる銭と闘ひて勝つ
こと能はざるが常なり。
近年諸邦の政府は法を布いて此弊を矯めんことを欲
す。都会の地は其一班を空しうして，これに家屋を建つ
る事を許さず。街衝，苑園より林圃，河流までを測りて，
これを戸戸の敷地に比べて，其過不及を精諭す。これ一
つ。都会に中外の共心帯を画し，中は精密ならんことを
許せども，外に於ては仮借する所なし。これ二つ。家と
家との間に，家の高さより小ならざる隙を置きて，離立の
式をなさんことを，中にては許し，外にては命ず。これ
三つ。中外の別なく，家前に小園を構へしむ。これ四つ。
街幅と家の高さとの関係、を示し，屋層の数を限り居室の
最低限を定む。これ五つ。屋根裏を層数に加へて，室制
他の層に等しく，土容に深尺を画し，日光を採るべき便
を求め，これに居室を置くことを許せども，全戸を容る
ることを許さず。これ六つ。
建築の法は厳なること是の如くなれども，新屋は遠に
旧家に代はるに由なし。幸なるかな。我邦には都会に空
地多く，家多くは離立し，楼層の数回に至り五に至るこ
となく，屋根裏に全戸を置き，土容に人を栖ましむる事
なし。今や欧式の石屋は漸く頻に出づべしと量産も，事に
任ずるものは比立の弊を遠けて，離立の美を存せんこと
を勉むべし。これに井するに舟車の利器を以てせば，人
に誇るべき好都会の成らんこと，諸を掌に指すベし。」
(同書:348-349) 
(3) I細民の居処」
「買上規則は以て狭隆屈曲の街を正すベし。取毅成規
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は以て危険汗織の家をイ卜すべし。これに代りて井然たる
街路通じ，風日に便りよき家立たん。然れども此区は細
民の居ること能はざる処なり。細民は漸く逐はれて此区
を逃れ，勢ひ必ず別に悲惨の小天地を成さん。
アヒルリスの身は傷るべからず。唯其撞に傷るべき処
あり。人或は大都の細民居処を以てアヒルリスの蹟に比
す。その傷るべきが故に，その摂護に待つことあること
明かなり，公衆衛生の限は先づこの処に注ぐべきなり。
民の収入は愈少なくして，その居処の為に費すべき比例
額は愈大なり。細民の生活は窮せりといふベし。英国の
民は嘗て慈善の社を結んで，この問題を釈かんとせしが，
未だ幾ならずして其力の及ばざるを見たり。今や多く小
舎を造りて細民を居き，彼我を利せんとするもの多し。
小舎の数を増すには，政府も市庁も共力を借すことを
要す。故に一区に家を作るものあるとき，悉く大震の為
にせず，其一部を留めて小舎の地をなすは，法律の能く
する所なり。又多く小舎を作らんとするものある時は，
政府，市庁は宜しくこれを助成すべし。これを阻格する
こと勿れ。自耳義の土庁は嘗てこれが為に財を指てリワ
アプウノレの市街は嘗てこれが為に地を買ひき。世に説を
なすものあり，市区の改正は全市を以て富人の居処とな
し，始めて其宏壮清潔を庶幾すべしと。比くの如き改正
は宣永遠の策ならんや。」
(同書:350) 
I I市区改正は果して衛生上の問題に非ざるか」
(1)市区改正における衛生家の任
「余の海外に在るや，早く既に中央区画の説を聞いて
其得失を考索したり。夫れ中央区画の法は，即ち是れ近
心式にして，実業家には交通の便利を与へ，経済家には
費額の節減を縦せども，衛生上の害少なしとなさず，蓋
し近心式は病者の員数を増し，死者の比例を長ずるの法
なり。其或は之を用ゐるものは実に止むを得ざるに出
づ。止むを得ざるとは何ぞや。日く，彼の交通の便利は，
鉄道の馬車及び汽車を以て之に代ふるを得べしと雄も，
費額の足らざるは，救済の策甚難し。ゆゑに近心式を借
りて，事業の基面を餌織す。是れを止むを得ざるの策と
謂ふ。(余が日本家屋論を参看せよ。〉善い哉，委員会の
此に出づるを欲せざるや。若し夫れ府下貧民の居を烏有
に帰せしめんと，ネロ，秦皇の口気に努努たる語をなす
の不可なることは，下条に至って之を詳論せん。
夫れ我邦の衛生家は何ぞそれ擾擾として多きや。而し
て其市区改正を論ずるものは何ぞそれ参参として少なき
ゃ。余は巴に前段に於て，市区改正の衛生上の問題たる
の明証を挙げて復余濯なからしめたり。彼の自家の範囲
内なる重要の問題を視ること対岸の火の如く，進邦の肥
昇華の如きもの，将に何の言を以て其緩慢予怠の蹟を掩は
んとするや。
余は謂へらく，衛生家の之を論ぜざるは，独り衛生家
のために憂ふべきのみならず，また都市の民庶の為に憂
ふべし。独り都市の民庶の為に憂ふべきのみならず，又
他の工芸，美術，経済，実業の諸家の為に憂ふべきなり。」
(同書:354-355) 
(2) 市区改正の前業の必要
「物には必ず本末終始あり。市区改正の図案は市区改
正の前業成って而して後に作るべきものなり。改正の前
業未だ其効を竣へずして作りたる図案は，重量厘の価値な
きものなり。而して前業は一朝一夕に完了すべきものに
非ざるなり。J
「然らば則ち市区改正の前業とは奈何なる範聞を有す
るものなりや。日く，前業の全体に就て汎く之を論ずれ
プログランム
ば三あり。其首に位する者は預図なり。凡そ一物を捜
索せんと欲するものは，先づ其捜索する所の何物なるを
定めざるべからず。故に市区を改正するには，其目的を
精査し，其結果を細思し，以て預図を製作す。之に次ぐ
ヴイルク 'Jツヘフオールアルバイテy プロゼク L
者は県の前業なり。而して策図最後に位す。
プヲーン
所謂図案なるものは亦策図の一部たるに過ぎず。
前業の各部に就て之を言へば，又三あり。其首に位す
るものは，採光及び換気に関するの前業なり。上水に関
するの前業之に次ぎ，下水に関するの前業之に次ぐ。J
(同書:355-357) 
2. 都市保健の性格 藤原九十郎
著者は公衆衛生家で，当時の大阪市保健部長
(1893-?)。本稿使用書は『都市の保健問題』
東京市政調査会， 19420 
「生物学的に見るならば，都市は市民といふ細胞から
組織せられた一つの有機生活体なりと考へてよい。人間
といふ生物が集団し，其処に不断の生活作用即ち活動が
営為されつつある以上，これに依って形成せられ居る都
市もまた正しく一つの活動体と見るべく，常に生活を営
み常に活動を続け，二六時中偉大なる生産と，それに対
応する消費とが行はれているのである。而して生物の生
存と活動とには，まづ生活要素の摂取を必要とし，その
要素は体内に於て，それぞれ適当な処置を受けて臭化同
化し，或は体躯の栄養となり，或は活動の源泉となり，
その結果として生成された不用物質即ち凍尿其他の異物
を排池して居るわけで，斯様な新陳代謝が間断なく営ま
れ，しかもその経路に於て何等の故障もなく，変調も起
らない時に，初めて個人の生活機能は完全なりと言ひ得
るのである。
以上の関係は都市に於ても全く同然であって，組織細
胞たる市民の生活，活動のために生理上欠くべからざる
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各種物資の供給を必要とし，この物資は都市という体内
に於て消化消費され，一面には偉大なる生産となり，他
面には莫大なる廃棄物を排除して居る。即ち活動と発展
に必要なる物資の供給と，これに依って生起する活動力
の生産並にその結果として生ずる不用物資の排消，これ
等の所謂代謝機能の円滑にして順調なる営為は，実に都
市保健の根本義であって都市衛生の計画，施策と運営と
は正にこの生理的機構の上に，その基礎を置かなければ
ならないと思ふ。
更に以上の関係を詳述するならば，一般生物が生存と
生活に必要なる空気，日光，上水，食糧を摂取し，活用
し，代謝するために呼吸，消化並に排i世の器官を具有す
る如く，都市に於てもこの種機関の存在が当然考へられ
る。例へば人体にあっては，呼吸器は気道を経て肺胞に
達し此処で瓦斯交換が行はれ，血液中の炭酸瓦斯は気道
に，吸気中の酸素は血液に摂られ，前者は呼気として排
出され，後者は血液と共に全身に送達される。又一方飲
食物は口腔を経て胃腸に達し，消化吸収されて初めて栄
養が営まれ，血液中の酸素と共に細胞内に於て燃焼して
熱を産生し，以て総ての活動力の源泉となって居る。更
にこれ等の生活作用の結果として体内に生成された炭酸
瓦斯，水分，食物残低尿等の廃棄物はーと時たりとも
体内に停滞を詳さないわけで，その排消は常に変調なく
行はれなければならない。主主に述べんとする都市の生活
機能もまたこれと全く同じで，上述の如き摂取，生産，
排消の生活機能は都市生活に於ても同様に営為されて居
る。而して人の健康は摂取する物資の質が善良であり，
量に過不足なく，しかもその新陳代謝の過程が整調なる
ときに於て初めて全きを得ると同じく，都市保健の根本
は供給物資たる飲食物，空気，日光が量的に豊富であり，
質的に完全であり，同時に呼吸系〔著者は， I自由空地と
家屋」を比輸する]，消化系〔著者は， I上水及び食糧の
衛生的管理即ち，浄水場と食品市場の完全なる施設と保
健的運営」を比輸する〕の各機関が共に健全に働き，排
油機能〔著者は， I尿尿，塵芥，下水，汚泥等の搬出並に
浄化処分」を比愉する〕また極めて順調に営為せらるる
ことに存するわけである。J (藤原1942:1-4) 
「要するに都市はその活動の発展のために，上述せる
如く生理上活動要素の供給と，これを異化同化して健全
なる生活機能と，都市的活動を営為する機関とを必要と
する，即ち健全なる都市と称する有機生態は，供給され
る活動要素が量的に豊富に，質的に善良であり，これを
活用する生活機能たる呼吸，消化，排消の三大生理機能
が完全に備はり，これがために幾多の必要なる計画と，
施設とは常に間断なく順調に営為されねばならない。実
に都市保健の基調は裁に在るのである。故に若しもこの
生理機能に僅かでも欠陥があれ些かでも生活作用が変
調を来したとすれば，決して健全を確保することは出来
ない筈である。然らば吾が現下の都市に於ては果してど
うであらうか。
「都市生理の観点に立って吾が国都市の保健状態を打
診するならば，不幸にしてそれは決して健常る生活体な
りと断ずることが出来ない。即ち有機生体の営む呼吸，
消化，排池の三機能共に発育不全のままに，不健全な生
活を細々と持続して居るものと見倣してよいと思ふ。こ
れといふのも現代の都市が商工業を，その発達の基調と
して居ったために，その発展膨脹は余りにも急激であり，
其処に何等の準備もなければ，秩序もなく，全く無統制
に膨れあがり，其処に居住する者の保健，快適な生活の
ための生物学的施設などは全く措き忘れられて居ったか
らである。
「産業の存立に基礎を置く現代都市の市民保健上に於
ける危倶は，前述の如く急激なる人口集中に庇胎して惹
起する諸般の弊害の他に，産業白体によって醸生される
生活環境の悪化に基くものが考へられる。」
(同書;12-14) 
3. 都市の医学 湯浅謹而
著者は社会医学者(1906- )，本稿使用書は
r都市の医学』山雅房， 19430 
(1) I都市の医学的特質J
「さて都市と農村に於ける医学的な相異を見るのは，
如何にしたならば宜しいか。これについては生理的生活
の上に於ける都市と農村の相異が若し存在するものなら
ば，その相異は病理的生活の上にもっと強く表明される
筈である。何故ならば，病理的生活に於いては主体内部
の内部環境の変動が生理的生活に於けるよりも強大であ
るからである。同一外部環境に対してその作用効果は，
内部環境の変動の強い程強く表はれるのである。
この様な理由から生活の上に於ける都市と農村の相異
色疾病現象の上に更に死亡現象の上に求め様とする事
が行はれるかも知れない。之は疾病が生活内容の反射で
ある事からも，一応根拠もあり肯定し得る所である。
然し都市の本質は，前に述べた如く人工環境そのもの
である。従って都市の本質は文化環境に於いて最も強
く，社会環境はこれに次ぎ自然環境に於いて最も劣るの
である。環境論の立場から考察するならば，自然環境の
作用効果が強く表明される如き主体の条件に於いては
(疾病状態)，文化環境の文化的作用の効果は，劣弱なの
が普通である。(拙著環境論覚え書)。この点に依ってこ
れを観れば，都市なる環境が強い作用効果を与へるのは.
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自然環境の作用効果の強く表明される可き条件を持つ疾
病並びに死亡現象の上に於いてではなくて，却って生理
的生活の上に於いてである。
従って都市の医学的特質は，死亡現象に於いては最も
弱く，権病現象に於いては精々見る可きものありとする
も，生理的状況の上に於ける相異よりも劣る筈である。
都市の医学的特質は年齢的に見て，幼児や老人よりも
最も体力旺盛なる年齢層を中心として，少年から青年へ
の時期に強く表明されるであらう。文化的に発育し切っ
た年齢層に於いて，最も強い都市の特異性を見る事が出
来る筈である。何故ならば内部環境に多少の変動が存在
する方が，外界の影響の作用が強いからである。
一般には死亡現象よりも疾病現象に於いて強く，更
に，文化的発育未完成の時期に起る諸現象に於いて最も
強く，都市の医学的性質が見られる筈である。死亡現象
に対して，最も強い作用を持つ環境要素は，生理的機能
的影響以外には作用しない自然環境，殊に空気の物理的
性情である筈である。疾病現象には，社会環境要素の働
きが相当に与えられる筈で，都市の特質が社会環境に強
く存在する所から，人口問題，疾病状況に医学的特質が
見られるであらう。この意味に於いて，乳幼児の発育，
それに次いで，乳幼児死亡にも，何等かの特異性が見ら
れるであろう。」
(2) r都市の環境と都市医学」
r自然環境J
(湯浅1943: 26-27) 
「都市と農村の聞に於ける自然環境の差は余り考慮す
る必要はない。……(しかし〉都市と農村の自然環境の
差が全然ないとは云へない。」
「唯都市の自然環境について，農村との対際的な点が
一つある。それは都市と云ふ人工環境物(正確に云へば
文化物)が，都市所在地域に於ける固有の自然環境を変
化せしめる事である。普通には農村には存在しない自然
環境要素を作り出すのと，農村にも存在する自然環境要
素ではあるが，その量的な相異を作るものとこつに考え
る事が出来る。j11Jへば工場が作り出す空中の化学成分や
煤煙，騒音等は前者に属するものと考へていいし，空気
の温度，湿度，気流，紫外線，日射量等は後者に属する
と考へていい。従って騒音，煤煙，特殊化学成分等は最
も都市的な自然環境要素であり，都市環境の対策は環境
増悪に在り，環境とは自然環境だとのみ考えて居る人々
の環境対策が専ら騒音，煤煙等に置かれるのも当然であ
る。
都市の自然環境要素としては，舗装道路，家屋，交通
機関等が大きな問題である。然し，私は居住の家屋建築
は，これを狭義の人口環境(居住環境)と文化物とのこ
面に分けて夫々の立場から観る事にする。交通機関や道
路も文化物として考えられよう。但し，居住環境や職場
環境，集会場，劇場，交通機関等に於ける自然環境は，
農村に於いては需められないものであり，又都市として
も特殊のものであるが政に，此等の点については多少の
説明を要するであらう。この様に都市には様々な相異っ
た人工の自然環境が隣合って並び存して居る事が特徴で
ある。夏期の如きは摂氏36度の建物から20度の冷房の建
物へと，大なる自然環境の変化を短時間の内に身に受け
ねばならぬのである。この様なことは全く農村に存在し
ない所である 0・…ー J
(同書:150) 
i ["社会環境j
「都市の本質が人口量の大と密度の大に在る事は，社
会環境全般に亘って都市と農村が如何に大なる差異を持
つものであるかを示して居る。……
都市の社会環境が農村の社会環境に対してもつ特異な
点は多数にある。社会環境は人間と人間の関係であり，
又人間の関係する人間の担うものとの関係である。其等
の人間同志の問に双方を結合する緋が存在しなければ，
社会環境は成立しない。所が，都市には人間相互の結合
の緋たる交通と通信新聞等の機関が，農村とは比較にな
らぬ程発達して居る。又双方の距離の短さ(人口密度)
も大であり，一人の『人間』に対して結合される粋の数
(人口最)も大であって，社会環境に関する限り，総て
の点で農村と相具って居る様である。又地方にあっては
各々特異な方言を持した人々が，都市にあっては言語の
統ーなる影響を受けて，その対人間の連絡を楽にし社会
環境の差を作る。
然し奥井教授の云はれる如く，都会人には一方に反社
会性がある。昨今漸く盛になった隣組の如きは，都市の
反社会性を消すものであるが，農村の如くは行かない。
都市の持つ反社会性は環境論的に見れば都市社会と個人
との聞に於ける『適応のズレ.llDisorderである。『適応
し切れないもの』は，両者の聞に内部変動の激し過ぎる
ものが，何れか一方に存するか，或は両者の質的量的構
成が違ひ過ぎる時に起る。都市と農村の社会環境の相異
は変動の激しさもあり，又構成の様相の差異もある。都
市社会に反社会性を考へねばならぬ程都市の社会環境の
環境変動の激しさを考へて置かねばならない。この事は
都市の社会環境に於ける具体的な人口環境の如き個々の
問題が，医学的効果を如何にっくり出すかに就いても甚
だ重要である。都市の医学的性情は，都市環境の内容と
その変動に比例するのであるから。
都市の医学的状況に関する都市の社会環境として，特
に考へなければならぬ要因は， (→人口量，仁j人口密度，
同年齢性別構成， ~叫生活程度， (11)細民浮浪者等である。」
(同書:151-152) 
ii ["文化環境J
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「都市の文化環境については，広義の文化環境の観点
からはこれ迄に説いた如く，都市其自体が文化環境物で
あると見られるのであって，自然環境，社会環境，文化
環境の対立から云へば，農村との間に於ける環境の最大
なる相異は此処にあるのである。」
(同書:152~153) 
「兎も角都市と農村の文化の相異は著しく対立的に存
在するのであって，疑ふわけには行かない。文化は『人
間』の生活から成立するが，農村文化はその生活型式か
ら云って，有閑の必要がある所の消費的な資本の多額に
上る様なものは発達しないで，道徳や信仰の如きものが
最も発育し易い。これに対して都市では科学，技術，芸
術，経済等の文化が良く発育する。従って，都市には農
村以上に医療機関が集中し，衛生思想、が発達し普及す
る。それ故一方で都市の生む環境増悪があり，都市文化
もその享楽性，官能性を以ってこれを助長するのであ
る。が，他方で同様の都市文化の特性である科学性，技
術性，経済組織等に依って，この環境増悪の抑制が存在
し，又都市環境の悪効果を人工的に除去する方策に勝れ
るのである 0 ・・・ j
(同書:56) 
「都市の医学と云ふ立場から云へば，都市の文化環境
は相反する医学的作用効果をもつものが存在する事は，
以上にあげた如くである。世に云ふ『結核は文化病な
り』も，我々はこの二面について考へねばならない。即
ち『都市の如く文化の進んだ、所の人に発生し易い』と云
ふ意義と『結核は，文化の力に依って予防し治癒する病
気だ』と云ふ意義である。
都市の文化環境は一面で都市の医学的悪条件を作り，
一面でそれを是正するものである。何れの作用が強く，
具体的には如何なるものが，何れの作用を営むかと云ふ
事が問題である。それ等を明瞭に分析し，その度合を掲
げる事は完全にはなかなか出来ないが，大略都市の保健
医療形態，個人の衛生知識，生活知識の科学的水準其他
都市の環境管理の科学性は，何れも都市の医学的悪性情
を是正する文化面である。文化発生並びに推進の原動力
である科学と産業並びに芸術の内，都市の医学的性情を
是正する文化面である。文化発生並びに推進の原動力で
ある科学と産業並びに芸術の内，都市の医学的性情を慈
しき方向へ追いやるものは産業である様に考へられる。
「都市文化の内，産業的のものは医学的性情に悪化を
加へ易いが，科学的のものは都市の悪環境を調整する。
寒に都合良く，この科学は農村以上に都市に於いて進展
するのである。都市文化が農村文化に比べて，医学上か
らこの様に見られる事は，都市生活の絶対条件として生
活の科学化が叫ばれる所以である。都市文化の特性であ
る科学を如何に生活化するかに依って，都市の文化環境
の医学的作用効果を決定するのである。非科学的なる都
市生活は農村のそれ以1二に，都市環境の悪効果に倒され
るのである。
吏に，産業生活即ち労働生活の科学的構成を一歩でも
怠る時は，都市文化の面から都市生活の面からそして都
市の医学の上から甚だ重大なる結果を起す。都市の医学
の上から，文化環境を通して産業生活の科学化，生活一
般の科学化が強く要請されるのである。」
(同書:161~162) 
4. 都市の市民と医療 羽仁五郎
著者は歴史家(1卯 1ー )。本稿使用書は『都
市の論理』勤草書房， 1968。
ルネッサンスの都市と医療
「ヨオロッパのルネッサンスの都市自治体が父親のは
っきりしない子どもたちのために乳児院をつくり，ハン
セン氏病者のためにレプロサリウムを創設したという事
実の意味は，この事実をさらにくわしく調べることによ
り，それらの都市自治体の市民の同業組合が中心となっ
てこれらの事業を成功させていたことを明らかにするこ
とによって，はっきりしてくる。
これらの乳児院，レプロサリウムにかぎらず，病院に
しても，劇場にしても，体育場にしても，ギリシアの都
市の場合も， !レネッサンスの都市の場合も，市民の職業
別の組織によって初めて建設されることができたので
す。都市自治体の市民のさまざまの職業を中心とする組
合が連合して，劇場や，体育場や，病院や，図書館など
を建設した。したがって，これらの病院や劇場のベッド
や座席はそれぞれの職業組合にわりあてられていた。す
なわち，一つの都市の市民のそれぞれの職業組合がおの
おの所要の病床の数なれ座席の数なりの設備および経
営の費用を分担して，病院や劇場を建設したので，それ
らの組合の組合員である市民およびその家族は病気にか
かった場合，または観劇の場合，それらの病床または座
席を無料で使用することができた。それらの建設および
設備経営の費用を組合費から支出しているので，使用料
金を支払う必要はなかった。
市民組合の組織はルネッサンスの都市自治体において
最高の発達を示していた。ルネッサンスの都市自治体の
共和制の政府も議会もこれらの市民組合の組織を基礎と
して確立されたものであった。ルネッサンスの都市自治
体の市民の組織，すなわち，織物業組合，金物業組合，
パン屋の組合，肉屋の組合，靴屋の組合などのそれぞれ
の職業別の市民組合が，病院をつくるときには，おのお
の一定の数のベッドを，劇場をつくるときには，おのお
の一定の数の座席を，分担していたのである。
ノレネッサンスは，そして，ヒウマニズムは，日本で考
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えられているような，抽象的の問題やセンチメンタリズ
ムではなく，中世の封建的支配からの近代的人間の解放
という具体的の革命的運動であり，その運動の中心とな
り，基礎となったのは，都市自治体の市民の組合の運動
であった。J (羽仁1968:17-18) 
i 近代の都市と精神医療
「精神医療の近代から最近の時代にかけてのもっとも
注目すべき進歩は，“精神医療"の記述によれば，フィ
リプ・ピネルが精神病者を人間として尊重して，かれら
を鉄鎖や足かせから解放し，自由を与えて作業につかせ，
精神療法の新しい方法をひらいた事実であります。これ
はおそらくわれわれの歴史のうえにおいてもっとも大き
い進歩でしょう。J(同書:18) 
「このヒ。ネルが精神障害者を鉄のくさりから，足かせ
から解放したのは，いかなる地域社会においてであった
か，といえば，それは革命的性質をもっていた地域社会
であった。革命的性質をもたない地域社会において精神
障害者は解放されることができなかった，ということは，
フランス革命の後，その革命的性質が失われたフランス
において，精神障害者の解放療法がとまってしまった事
実にもあらわれていた。"ピネノレの考えはフランスでは
それ以上に進められなかった。"“精神医療"が記述して
いる事実は，フランス革命の後に，フランスが革命的性
質を失ったことによって説明されるべきでしょう。そし
て，そこに，“イギリスでは1839年コノリが手錠や足か
せや保護衣などの強制器具を廃止して，息者に対する無
拘束の原則を確立したと記述されているのは，イギリ
スにおいてフランス革命のあとを受けて民主主義議会制
が確立していたことと関連していたと判断することによ
って，その本質的意義が明らかにされるでしょう。これ
らの場合，フランスにしても，そこに地域社会があった
か，なかったか，ということよりも，そこにどういう性
質をもった地域社会があったか，そこに革命的性質があ
ったか，なかったか，ということによって，精神障害者
の解放か，拘束か，ということが決定されたのではなか
ったでしょうか。いかなる地域社会があろうと，革命的
性質をもっていない地域社会は，精神医療の進歩をもた
らさないであろうということが，ヒ。ネyレとフランス革命
との関係から推定されないでしょうか。」
(同書:19-20) 
ii 自治体による精神医療の進歩
「自治体，とくに都市が精神医療の進歩に関係がある
のは，家族の束縛が精神障害といちじるしい関係があっ
たからであります。ここにいう家族制度は現代のみなさ
んの家族とは関係、がない。これは儀礼的にいうのではあ
りません。現代の社会を支配しているのは家族制度では
ありません。しかし，現代の社会を支配している勢力が
家族制度を利用するためにみなさんの家族制度の束縛が
残存しているところがあるかもしれません。都市が，そ
して自治体が人類を解放するために最初にたたかわねば
ならなかった権力は，家族制度による権力，すなわち族
長的または家父長的権力でありました。この族長的権
力，家父長的権力は，人類が知った最初の権力であり，
実に恐しい権力であり，そのために多くの精神障害がひ
き起こされたことが実証されます。J
(同書:26) 
~ 5. 文明論関係
まえがき
本節にさきだっ4節の専門領域はほぼ判明なものとし
て認められているといってよかろうが，本節の文明論な
るものはそのような事情にはないから，この名称のもと
に，なぜ以下の6編を採用したかについて，はじめに簡
単に一言しておきたい。
アーノルド・トインピーの「ヘレニズムの都市国家J
が直接に論じているものは，西洋古代史における社会で
あるが，そこで提起されていることは，都市に対する「信
頼と崇拝」の問題である。都市に住む人びとあるいは都
市を利用する人びとのなかには，都市に対する思想、をも
っといっても，これを忌みきらう人，物質的利益の対象
としてしか考えない人，自分個人の存在しか限中にない
人，等々いわば消極的な思想の持ち主も少なくない。(単
に消極的だときめつけてこれを無用よばわりするような
つもりは，ここには毛頭ないけれども。)しかしその反
対に，都市を評価し支持し愛しそのために行動するとい
ういわば積極的な思想が，都市を作ってきた，また作り
ゆくおもな推進カであることはまちがいなかろう。その
なかでも「信頼と崇拝」という態度にあらわれるものが
影響力のもっとも大きなものに属することも，疑いある
まい。それにもかかわらず，それがかならずしも積極的
な効果をつねにもたらすとはかぎらない事情もある。こ
の意味においても， トインピーの所論は問題を提起する
ものである。
そのように，都市はさまざまの思想の対象となる。そ
の種類ないし形態は，人類がもっ思想の多様さに応じて
また多様にありうるであろうけれども，ここには， 2つ
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のものを採用した。 1は幸田露伴の首都論であり，他は
加藤周ーの都市の個性論である。数ある都市のうちでも
l国の首都が他の諸都市とは異なった特有の問題・性格
をもち，しかもそれがその国の都市をある意味で代表す
ると考えられることも，事実である。首都の思想、は，都
市についてでありながら，より大きな問題性を包蔵す
る。露伴の文章はやや年代が古く文学者のものだとはい
え，それだけに素朴な愛国者的な「あるもの」を示して
いるといえよう。これに対し，加藤の都市個性論は，同
じ文学者といっても，コスモポリタン的な観点から，し
かし生活や風土に無責任なのでなく反対にそれに愛着を
禁じえない人間の心性を教えてくれるであろう。いわゆ
る都市美論や都市景観論に還元しきれない都市の思想
を，それらから発展させることが期待される。
思想、が空想、にならないためには，対象をすなわち現代
の都市を正確に理解しなければならない。そのさい，メ
ルヴィン 'M'ウェーパーとケネス・ E'ボ-;レディン
グの着想、は，小論とはいえ，示唆が大きい。ウェーパー
は，都市を地域社会でなく 1つの「社会的システム」
として r人間の相互作用を仲介する巨大なコミュニケ
ーションの交換台Jとして理解し，ボー ノレデ、イングも，
基本的にはそれと同じ見地から， r世界諸都市」の「国
際システムJを唱える。これらは 1つの情報理論的観
点である。都市を「情報センター」と解する考えは，わ
が国にもある(梅梓忠夫=多田道太郎編『日本文化の構
造』講談社， 1972: 91， 101)。これを単に「産業社会を制
御する情報センター」と解すると(川添登「都市と技
術J，岩波講座『現代都市政策~ 1， 1972: 190)，現代の
コンピューターの技術をもって完全に制御できるかのよ
うな錯覚にとらわれるおそれがあるが，社会を，人間の
もつ全能力の相互の交換ないし配分のメカニズムと解
し，謙虚にその思想、性を追求するならば，その含意はな
お大きいものがある。このようなシステムとしての都市
乞都市を思想として持ちそこで生活し行動する主体の
立場から，情報理論的に説明むしろ主張するものが， H
. ;レフェーブルの理解であると言えよう。
着想、に敬意を表しながらここに採用するにいたらなか
った著述も多かったが，筆者の能力の限度からして，こ
こでぜひ採録したいとおもうものは，以上にかぎられ
た。なお残されたものが多々あることであろう。そのな
かから，われわれを刺激してやまないすぐれた発想を学
界共通の財産にしてゆくために，さらに多くの研究者の
協力がなされれば幸いである。
1. ヘレニズムの都市国家
アーノノレド・ J.トインピー
Arnold J. Toynbee (1889ー 〉。本稿使用
書は， "Hellenism: The History of a CiVl' 
lizat旧民"Oxford University Press， 1959. 
トインピーは「歴史の研究J12巻その他の著
述によって知られたイギリスの歴史家・文明
批評家で，ここにあげた著作「ヘレニズム」
は，はじめ1914年に計画されたが第一次大戦
の勃発で中止され， 1951年に再び着手し， 19 
56-57年に最終的に書き上げられたもので，
彼の長年にわたるヘレニズム研究のエッセン
スを盛り込んだものとみなされる。なおトイ
ンピーのいう「ヘレニズムJとは，ギリシア，
へレニスティック・ローマを包括した概念で
ある。
ヘレニズムの都市国家は，その少数の都市，なかんず
くアテネが発展させた民主主義の理念や制度のおかげ
で，これまで少なからず美化されてきたきらいがある。
しかし， トインピーは，そのようなアテネも含めて，む
しろ都市国家そのものに対する過度の信頼と崇拝がヘレ
ニズム世界に破滅的な害惑をもたらしたとみなしてい
る。
都市国家とは単一の都市だけから成る国家，あるいは，
いくつかの都市から成立つてはいるが，そのなかの一都
市が人口や勢力の点で他の小都市と比較にならないほど
まさっていて，その領土内ではこの一都市の優越が文句
なしに確立されているような国家である。そして，その
都市国家の組織制度が少数独裁政治であると民主政治で
あるとを問わず，その都市の完全な市民権をもった市民
が，同時にその国家の正当な市民である。
ギリシアの都市国家の起源は，ヘレニズムの暗黒時代，
すなわち前15世紀のクノッソス攻略から民族移動と蛮族
侵入の始まる前12世紀にかけた時代にさかのぼる。外敵
に対して身を守るのに有効な人数が「一緒に住む sunQl'
kiaJことが都市のはじまりであり，非常の際に住民や家
畜や動産を収容できる要塞をつくることが基本であっ
た。‘polis'の原義が‘Cl也del'であることはこれを示し
ている。共住し共同することは，もちろん共通の政府を
もつことであるから，その要塞の壁の中に神殿や集会所
が設けられた。しかし，住居は必ずしも城壁内にあると
は限らず，城壁内に公共建築物のみあって，住居の全く
ない遺跡も発見されている。ただいったん恒久的な都市
の核ができれば，その周聞に恒久的な居住地が集中して
くるのが自然で，結局この周辺居住地がさらに外壁で固
まれて城塞都市となる。
こうした都市形成を‘synoecism'と呼ぶが，これがは
じまったのは小アジア西岸，すなわちトルコの西海岸で
あろう。それは，ギリシア本土からドリス人に駆逐され
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たイオニア人とアエオリス人がトルコ海岸に定着し，さ
らに背後からも外敵に脅された結果，要塞をつくり，そ
こに共同の政府をつくる必要に迫られたからで，これら
の城塞都市がギリシア本土にも普及していったのであろ
う。都市国家の形成によって，市民は治安の維持という
恩恵を受け，日常剣を帯びることも無用となり，時には
杖を携帯することも不快であるとみなされた。こうして
秩序と法が確立し，さらに平地民族が高地蛮族を制圧す
るに至って，新しい文明の第一歩が築かれた。
しかし，都市国家の形成は，同時に二つの害悪をもた
らした。ひとつは一級市民と二級市民(服従した高地民
族)という階級分裂が生じ，これが後の社会紛争の種と
なったこと。第二は r戦うこと」がヘレニズム世界の
ひとつの基本的慣例となったことである。暗黒時代の無
秩序は確かに戦うことによって駆逐されたが，都市国家
聞の紛争を常に戦いによって解決する慣例は，ヘレニズ
ム世界の統ーをひじように困難なものとしてしまった。
ギリシア人は前8世紀にいたり，過剰人口を海外に送り，
武力によって新しい耕地を手に入れるか，あるいは本土
に止まって飢えるかの岐路に立たされた結果，このよう
な慣例を生んだと考えられる。さらに戦うことによっ
て，都市国家内の団結が宗教的なものにまで高められ，
市民は都市国家を単に有用な組織とみなすだけでなく，
自分の都市を神格化して崇拝するようになったのであ
る。 rギリシア人がみずから進んでほんとうに身も心も
捧げつくした宗教とは，集団的な人間の力を偶像化され
た都市国家という形で崇拝することであった。J(Toyn-
bee 1959 : 228)。
とはいえ，全体として見れば，前431年までの都市国
家は，市民に多くの希望と刺激を与えるものであった。
まず都市国家は，ギリシア人を自然崇拝や家族制度から
解放し，個人を自由にした。また，たとえばローマの男
子市民は実質的に父親の奴隷であったが，軍団に入れば
自由人であった。また都市国家は個人間の直接の接触に
よって仕事ができるほど小さく，このような限度を越え
た大都市国家は，アテネ，シラクサ，アクラガス，ロー
マぐらいの少数にすぎなかった。しかし，そのように小
さいということは，多数の都市国家が並立したというこ
とであり，これが都市国家の絶え間ない紛争という根本
的欠陥につながっていた。また都市国家がもたらす希望
と刺激は，男子市民だけが享受するものであり，これら
男子市民のほかは，農耕民も奴隷も全階層の婦人も除外
されていたから成立ったのである。
前6世紀までにギリシア人は 5世紀後にローマ帝国
に包含された広汎な経済圏をっくり上げて人口問題を解
決したが，この経済革命によって都市国家間の相互依存
度が高まったにもかかわらず，各都市国家は政治的に独
立しており，対ペルシア戦争によって軍事的には団結で
きても，すでに達成された経済的統一に対応する政治的
統一を達成することはできなかづた。しかし，前5世紀
後期に入ると，アテネの民主政もスパルタのあとを追い，
デロス同盟もアテネ帝国に変じて，経済的変化に対応す
ることを余儀なくされた。こうして，市民であることが
刺激になるどころか重荷になってくると，マケドニアに
よる都市主権の圧迫が，かえって個々人にとっては救い
と感じられた。
それでも都市国家の市民は，一方では都市の主権を保
とうと努力し，同時に暴政化する都市国家の要求そのも
のも耐えがたいと感じていた。しかし，彼らは都市国家
以外の国家形態が考えられないほど都市国家に執着して
いたので，その結果，アレキサンドリアその他の東方の
非主権都市へ移住する者が多くなった。プラトンもアリ
ストテレスのような天才も政治的な見識はほとんどな
く，都市国家以外の国家を考えることができなかった。
都市国家を超える政治組織をつくりだすというヘレニ
ズム世界共通の課題は，アカエア連盟やアエトリア連盟
やセレウコス朝の政治組織に暗示されていたが，ローマ
はヘレニズムの先例から新しい組織をっくり出した。す
なわち，スパルタやカノレタゴが行ったように，他の都市
国家を恒久的な政治的軍事的同盟によって従属させる
か，またセレウコス朝が行ったように，自治権はもつが
主権のない新しい都市国家をつくりだした。また，ある
地方都市およびローマの二重市民権の制度を次第に発展
させていった。
アウグストゥスが建設した国家は四つの主要な制度に
もとづいていた。すなわち，神格化された救世主として
の王，地方的な都市国家を統括する神格化された世界国
家，職業的な軍隊，職業的な役人すなわち官僚組織であ
る。都市国家には数種の区別を設け，その市民が同時に
ローマ市民でもあるローマ自治都市，条約によってロー
マに従属するローマの同盟都市，納責従属国であるロー
マの自由都市などがあったが，アウグストゥスの目標は，
各都市国家をしだいにローマ自治都市に変えてゆき，そ
の市民が二重市民権を持つようにすることであった。こ
れは紀元後212年のConstitutioAntonianaによってよ
うやく法的に達成された。干持政ローマは地方都市国家に
最大限の責任を負わせ，それらを後進的な蛮族の教化に
も当らせるという方法をとったが，これはかえって蛮族
の軍事能力を強化する結果となった。
ローマの初期元首政治下の生活は退屈であり，創造カ
を刺激するものでなかったので，市民たちの問では過去
の都市国家の栄光を美化することが流行した。しかし，
現実には公共精神や自治精神の衰退がいちじるしく，デ
カダンス化した都市は農村の寄生虫と化し，都市に住む
中産階級の支配層に対する叛苦Lが農民や辺境の軍団のな
かに起り，世界国家も危機を迎える。この危機はアウレ
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リウス，プロブス，カノレス，ディオクレチアヌスのよう
な軍人皇帝の出現で救われることになるが，過去六世紀
にわたりヘレニズム文明の保有者であり伝矯者であった
都市の教養ある中産階級は壊滅し，二度と生きかえるこ
とはできなかった。
こうした精神的空白は，ストイシズム，エピキュリア
ニズム，ネオプラトニズム，ディオニュソス崇拝，ピタ
ゴラス派，ゾロアスター教，ミトラ教，キリスト教，仏
教などの哲学あるいは宗教で埋められ，なかんずく各宗
教の魅力を結合していたキリスト教がヘレニズムの人間
崇拝や偶像崇拝と妥協して人気を集めていった。かつて
ヘレニズム文明が繁栄した地に，キリスト教，次いでイ
スラム教が勝利を収めていったが，この二大宗教もヘレ
ニズムから深い影響を受けており，ヘレニズム精神が完
全に消え去ることはなかった。
すなわち，ルネッサンス以降，ヘレニズムの人間崇拝
と地方国家崇拝が復活したばかりでなく，それが世界の
西欧化とともに全世界にひろがって，世界はしだいによ
り小規模な国家群へと分裂し，互いに抗争をつづけてい
った。こうした偶像化された地方国家の崇拝は，西欧お
よび西欧化された地域の最も支配的な偽似宗教であっ
て，このヘレニズムの遺産の強大さにくらべればキリス
ス教のカもイスラム教の力もうわべだけのものにすぎな
かった。近代社会がヘレニズム社会の悲劇を再現しない
ためには，この魔神を追いはらわなければなるまい。
〔柄敷真次郎〕
2. 一国の首都 幸田露伴
著者は文学者 (1867-1947)。本稿使用書は
「一国の首都J(1899)，Ii'露伴全集』第27巻，
岩波書底， 19540 
首都と全国との関係
「一国の首都は響へば一人の頭部の如し。各種の高等
の機関ここに備はりて，各般の経営運動の発するところ
となり，又帰するところとなる。此故に全国に対する首
都の勢力は甚だ大にして，首都の状況の善悪は，忽、ち全
国の状況の善悪となること，響へば頭部の状況の善悪は，
直ちに全身の状況の善悪をなすが如し。首都の状況甚だ
非にして其一国の運命甚だ旺盛なりといふが如きこと
は，万有るべからざるの道理たり。首都は実に一国の運
命の枢機のかかるところにして，単に一個人の住居若く
は腰掛け若くは足溜り等として看るべきものにあらず。
首都の物質上に於ける状況は一国の物質上に於ける状
況の先導となるものなれ即ち首都の有する建築の様
式，市街の体裁，道路の構造等はやがて他の都府及び小
市の状況に影響して，他の都府及ひ勺ト市の漸々首都の風
に化するに至るは極めて明らかなる事実なり。此事実は
各地方の小都市の明治以後の変化の状態に対して一瞥を
与へんには何人も認め得るところなるべし。
首都が一国の人民の言語，風俗及び思想、，習慣及び制
度上に大なる力を有することも，また甚だ明らかなる事
なり。即ち首都の人民の好尚は，やがて全国人民の好尚
となり，首都の人民の思想は，やがて全国人民の思想と
なる等，無形上の変化を各地方の小都市に首府の与ふる
ことは，極めて劇甚なるものなり。此事実は，東京の猶
江戸たりし時代より人の認知するところなりしが，交通
の機関の整備するに近づくに従って加速度的に顕著明白
となりたり。
首都が全国に及ぼす勢力は是の如く大にして且烈し。
然らば首都の状況悪しからんには，全国は直ちに其悪影
響を蒙るべきこと極めて明らかなることなり。さらば首
都に対するの観察を等関にするは，必ず智者の肯てせざ
る所なるべし。
首都が全国に及ぼす影響の事は姑らく之を摺きて，他
の一面，即ち全国が首都に対する関係を考へんに，不健
全なる身体は健全なる頭脳を有せざると同じく，疲弊せ
る国民の繁盛なる首都を有すべき理も無く，富力及び徳
力，智力の充実せる国民は決して悪しき首都を有すべき
理も無し。此相互の関係の状態は智者の必ず然りとして
認知するところなれども，単に或場合に一瞥を与ふる時
は，却て首都栄えて一国表ふるが如き現象を限にする事
無しとせず。されど其は一瞬時の現象にして，警へば，
身体衰弱せる人の一時脳カ鋭敏となるが如きのみ。遠か
らずして相互の関係の真相は現はれ来るべき也。
されば首都は国民の健康の度をトすべき一検査器とも
言ふべきにあらずや。即ち首都は国民を代表するにあら
ずや。国民の富力，徳力，智力の充実せるや否やは，首
都実に之を代表し暴露すと言ふも誰かは敢て異議を挿ま
ん。J (幸田1954:6-7) 
11 都府と人民との関係
「都府とは何ぞや。是は言ふまでも無く，自然の地盤
の上に人間の建設せるところのものに属す。さらば都府
の状況の善悪の由って生ずる一切の枢機は，都府を形づ
くるところの人間の情意に存することは極めて明らかな
る道理なり。即ち能く其都を愛重する人民は善き其都を
有し，其都を愛する念薄き人民は完全ならざる其都を有
すべきこと，警へば一家の庭園に対する其主人の愛情の
厚薄は直ちに其庭園の状況に影響するが如くなるべし。
見よ，愛さるるところのものは狗だに其毛輝き，愛され
ざるものは其尾もカなし。愛は日の光なり，之に浴する
ものは生長し発達し!繁栄す，之に浴せざるものは衰老し
萎縮し凋枯す。都府既に人間の建設にかかる以上は，愛
の厚薄有無によって善悪栄枯の状況をなすべき事必然の
数なるに疑ひ無し。然らば都府の状況を考ふるに先だっ
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て人民が都府に対する愛情の如何を考ふべきは，当然の
順序にして，都府に就いてー言を為さんとするものの必ず
注意すべき一点ならずや。況や都府の状況をして善美な
らしめんと欲すれば，人民をして其都府を愛せしむるこ
と，一切の施為の基礎根底たらざるべからざるをや。」
(同書:9-10) 
111 東京の「部分問題J
「我が東京を如何なる種類如何なる程度の都会たらし
めんことを期すべき鰍。我が東京の市外と市とを如何な
る方法及び規矩によって定めんとすべき軟。一国の首都
の必具の条件として市中に包含すべき政務機関の位置及
び状態を市に対して如何なる関係を有するものたらしむ
べき歎。市政の由って出づるべき所及び由って行はるべ
きところを如何にすべき敗。都の交通機関は如何様なら
しむべき歎。教育機関は如何様の設備を要すべき欺。都
府内の職業及び住居の配置は，自然に任ずべき歎，或は
人為配置を要する欺。警察制度は如何ならしめて満足す
べき敗。衛生制度は如何様の組織及び処理を希望せざる
べからざる歎。賭博場は如何すべき。売主主窟は如何すべ
き。遊民及び壮土破落戸無頼漢貧民孤児は如何すべき。
遊女及び芸妓等は如何すべき。演劇興行物寄席等は如何
すべき。公園は如何すべき。大墓地及び飛び地墳墓は如
何すべき。寺社及び淫桐町道場は如何すべき。……J
(同書:49) 
3. 都市の個性 加藤周一
著者は文学者・評論家(1919- )。本稿使用
書は「都市の個性J，岩波講座『現代都市政
策JI1， 1972。
(1)都市の個性
「今たとえばフランスの国内を自動車で廻ると，通り
すぎる中小都市が，それぞれちがった姿を見せる。長い
歴史の刻んだそれぞれの町の個性が，形として外在化さ
れ，通りすがりの旅行者の限さえも捉える。第二次大戦
中に破壊しつくされたドイツの都市は， (いくつかの小
都市を例外として)，戦後に再建されたから，それほどは
っきりした個性のちがいを示さないが，それでも多くの
都市には，地方文化の明らかな刻印がある。米国の西部
の中小都市は，酷似していて，地理的な位置と名まえの
他には，何もちがわないようにみえる。しかし米国には，
少くとも，北部と南部，西部と東部との，著しい対照が
ある。高度工業国のなかで，どの町も似ていること，日
本の場合ほど徹底した例は，他にないだろう。日本国で
は「都市化」が急速に進んでいるばかりでなく，すべて
の都市の外観の似て来る傾向もまた，極端である。」
(力日藤1972: 193-194) 
「都市の個性は，人の顔のようなものである。いかに
も小役人らしい顔がいくつもならんでいて，遠くから見
ればどれもこれも同じようだということがあるだろう。
それでもちかよって見れば，わが家の親父の顔を一目で
区別することができる。その区別は，簡単な計算機では
できない。つまり分析的には捉え難い。親父の顔を認知
するのは，無数の要素から成る顔の全体を，そのまま綜
合的に捉えるからである。米国中西部の町に育った人
が，旅行者には到底他の多くの町と区別のつかぬその町
に，一見してあきらかな個性を見出すのも， (1マイ・ホ
ーム・タウンJの郷愁/)，その町の「ドゥラッグ・ス
トア」の建築に特徴があるからでもなく 1モーテル」
に出入する人物の服装が異様だからでもなく，町長が大
統領の親類だからでもない，町と人々の全体が，彼にと
っては，他の町とちがうからである。
誰にも個性があり，どの町にも個性がある。しかし個
性の強さ(独特さの度合)のちがいについて語ることは
できるだろう。レンプラントの「老婆」は，農家の庭に
立っているかもしれないし，ゴッホの「郵便配達夫」は
往来を向うから歩いて来るかもしれない。ある日ジャコ
メッティは矢内原伊作の顔を見たとき，この顔を摘きた
いといった。そういう顔があって，それはあきらかに他
の沢山の顔とちがう。またそういう町もある。アムステ
ルダムも，アルルも，パリも，一歩そのなかに足を踏み
入れるや否や，忽ちその強烈な個性を押しつけて来る。
そういう倒性の強さは，何に由来するのだろうか。おそ
らくその人聞が，あるいは町が，生きてきた歴史の長さ
と無関係ではあるまい。十代の男女の顔が，美しいこと
はあっても，個性的であることは少い。新興都市が整然
として清潔であっても，個性的であることは少い。老人
の顔が必ずしも個性的ではなく，古い町が必ずしも個性
的ではない。しかしある穫の歴史と個性とは密接にむす
びついているように恩われる。
都市の個性は，また言語と比較して語ることもでき
る。今日先進国の人間の大部分は，生れてから死ぬまで，
空間的には都市の環境のなかで，文化的には国語の環境
のなかで暮す。今都市の環境のなかに，社会的なもの
(人間と人間との関係〕も含めて考えれば，多くの人間
にとって，基本的な環境はその他にはない。一個人にと
っての世界は，自分自身と環境から成り，環境は物(と
物相Eの関係が決定する空間)，他の人間(とその相互
の関係である社会)， および象徴の体系(と殊にその基
本的な部分である国語〉から成る。物と他の人間とにか
かわる環境は，特定の都市により，象徴の体系は，特定
の言語の性質により，決定せられるところが大きい。し
たがって，一般にどういう環境が望ましいか，という問
題は，都市と言語とにかかわって来るのである。」
(同書:197ー 199)
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(2) 都市の個性の要素と意義
「ある都市を想、出すきっかけは，さまざまであり，あ
る町の雰囲気を強く喚びさます現象は町によってちが
う。しかも同じ都市を誰もが同じ象徴とむすびつけて考
えるわけではない。・…・またもちろん建築の決定する空
間の形が，動かすべからざる一文化とその歴史をよびさ
ます。・・…都市の性格が，住民の生活様式を内容として
いることは，いうまでもない0
・しかしある都市の個性が強くあらわれるのは，そ
の自然的環境・建築的空間・社会的慣習のいずれかの，
またおそらくはそのすべての，領域においてであろう，
ということだけはできるだろう。故に単純で合理的な目
標の一つを択んで，そのために自然的環境を破壊し，都
市の空間的秩序をかき乱し，市民の社会的慣習に変更を
強制することには，慎重でなければならない。」
(同書:200-201) 
「都市の個性，またはその特殊性の総体は，もちろん
意識的な評価にもなり得る。しかし当人の無意識のうち
に，そこで育ち，生きてゆく人間の感受性に，強い影響
をあたえるということもあるにちがいない。それがどう
いう影響であるか，はっきり見定めることはむずかし
い。しかしそのことは，必ずしも，その影響が，はっき
り見定めることのできる生活上の便宜よりも，住民の福
祉にとって重要でないということではないだろう。たと
えば東京市民が，広重の見た富士を西空に眺めて暮すこ
とが，文化の全体にとって，したがって市民の生活にと
って，高速道路の便宜さよりも，重要でないとはいえな
い。二つの性質のちがう価値を比較することはできない
から，その双方を尊重するほかはないのである。その一
方乞一一ーわかり易い方を採ってわかりにくい他方を無
造作に犠牲にするのは，単純な，つまり野蛮な計画だと
いわなければならない。人の顔の個性も，国語の個性も，
都市の個性も，その人の，その言葉の，その都市の歴史
ときり離すことができない。日本橋から眺めた広重の富
士の代りに，高層建築の上の見晴台から京葉工業地帯が
見えれば，それでよろしい，というわけにはゆかぬのは
そのためである。」
(同書:204) 
(3) 日本の都市の個性を生かす道
「一つの都会が俄に変りはじめたときに，どう変るか
ということ，あるいはどういう仕組みでそのどういう部
分が変らずに残るかということは，決して簡単な工業化
の問題ではない。つまるところそれは文化の自己確認を
どこにもとめるか，ということに帰するのである。それ
はまた単純に美観の問題でもなくて，歴史における持続
と変化とをつり合せるところの一文化の構造全体の問題
である。
-・・・個性のちがいは，またそれぞれの文化の個性，歴
史と環境に対する伝統的な態度のちがいに重なる。東京
は決してパリにならず，パリは決してグィーンにならぬ
だろう。個性の比較に意味があるのは，それが自分自身
の個性の自覚に役立つかぎりにおいてであって，他から
何かを学び得るからではない。東京には東京の個性をど
う生かすかという問題しかないのである。
そこで東京の，ーーというよりも日本の都市の個性を
生かす道は，どういうものであり得るか。この問題に包
括的に答えることは，ここではできない。今問題をその
美的な側面だけにかぎれば，およそ次のようなことがい
えるだろうと私は思う。
日本の都市の特徴は，過去にこだわらずに，万事を更
新してゆくその活力である。その活力はどれほど評価し
でも，評価しすぎることはない。しかし銭には河面があ
り，他面では，その結果都市の環境に持続すを支点が失
われ，町の全体が世界にも稀に見るほど乱雑醜悪になっ
た。これが現状であるとして，この現状を，美しくして
ゆくことができるかどうか。それができるための条件
は二つあって，その一つは今なお日本文化に備わってい
るものであり，もう一つはかつて備わっていて今日失わ
れているものである。
第一の条件は，いうまでもなく，美的感受性の洗練で
ある。(そういうことは，むろん一日に成らぬから，今
日なお美的伝統がどれほど生きているかということと密
接にかかわる。また都市は個人のものでないから，大衆
の感受性が問題であることはいうまでもない)。たしか
に日本の都市，殊に巨大な東京の全体は，乱雑で，醜悪
である。しかしその部分がでは決してない。すでに個々
の建築には美しいものがある。室内装飾に到っては，建
築の全体よりもはるかに洗練されていることが多い。室
内の机の上の食器や茶碗の類に及べば，少くとも安価な
大衆的な水準では，おそらく世界中にこれほど美的に洗
練された道具を日常生活に駆使している国民は他になか
ろうと恩われる。その小さなところでは万事が変ってき
たのではなく，長い美的伝統が充分に生きているのであ
る。私的空間の細部にゆけばゆくほど，美的洗練と伝統
の持続性があらわれ，逆に公的空間に向ってゆけばゆく
ほど，すべてが醜悪となり伝統の持続性も失われる。い
…そこには一種の断絶がある。その断絶を埋める条件こ
そは，日本の都市をいくらか美しくする第二の条件にほ
かならないだろう。
第二の条件は，私的空間(個人の住居から会社の建物
まで)と公的空間(市街・都市)とに同じ価値の基準を
適用する習慣である。その習慣は今までのところない。
だから現代日本には美しい建物はあっても，美しい町は
ないのである。しかしそういう習慣が江戸時代にはあっ
た。江戸時代の町で，今日察せられるかぎり，多様性の
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綜合が見事な様式的調和を実現していないものは，ひと
つもなかったようである。それでは，なぜ江戸時代にあ
った習慣が今日失われたのであろうか。今結論だけを手
短にいえば，明治以後，都市の住民の都市社会への「イ
ンテグレイション」が失われたからである。江戸時代の
町人は，町をある意味で自分たちのものと感じていた。
(東京の下町にも， その感じは長く残っていた〕。 しか
し明治天皇制政府のもとで，市民は都市をJ.jIJの意味で自
分たちのものと感じるには致らなかった。町人の「イン
テグレイションJは成立したが，近代的市民の「インテ
グレイション」は成立しなかった。 1私の家J，1私の会
社」まではあったが 1私の町」はなかった。市民にと
って自分たちの都市がなかったからその街路も美しくな
るはずがなかった。誇張していえば，パリの街路が美し
いのは，ノξリ・コミューンがあったからである。」
(同書:211-213) 
4. 脱都市時代 メノレビン・M・ウェパー
Melvin M. Weberは，カリフォルニア大学
(パークレイ〕教授の都市計画学者(1920ー
〉。本稿使用書は 1脱都市時代J(星野郁
美訳)， M ・マイヤーソン編『脱都市時代』
(鈴木二郎=林雄二郎， ~也訳)，鹿島出版会，
1970。
(1) 1都市を越えた都市化」
「われわれが現在経験している革命は，都市化という
社会的過程を場所の上に固定した都市とか地域から解放
しようとしている。科学，技術知識の爆発的増大を反
映して，就業人口は財貨の生産からサービス業へと移行
している。交通とコミュニケーションはますます便利と
なり，社会的接触に対する空間的障害は消滅しつつあ
る。そして，アメリカ人は，空間的には散在する成員に
よって構成される社会的コミュニティを形成しつつあ
る。新しい種類の大規模な都市社会が出現しようとして
おり，この都市社会は，都市からますます独立すること
になろう。初期の工業が生みだした，場所としての都市
の問題は新しい一群の問題によって取って代わられつつ
ある。いくつかの例外(大気汚染は大きな例外である)
を除けば，最近の困難な問題は場所とは関係のない問題
なのである。むしろそれらは，急速に発展しつつある社
会=経済=政治組織の過渡的な問題であり，この組織の
範囲は国全体に及んでいる。逆説的に聞こえるかもしれ
ないが歴史上初めて政策決定者や世界中のマスコミが，
都市を発見しつつあるまさにそのときに「都市の時代は
終わろうとしているように思われる」。空間的に限定さ
れた都市，あるいは大都市地域とそこに存在する社会的
システムとをわれわれが概念的にはっきりと区別するこ
とができなかったために 1都市の危機」に関する現在
の議論は混乱している。この混乱は，主として，われわ
れの言葉の欠点と，われわれが前の時代から受け継いで
きた時代錯誤的な思考方法とに基づいている。われわれ
は，新しく生まれつつある社会的秩序を記述するのにふ
さわしい言葉をまだもっていないので，仕方なしに，も
はや適切とはいえない符号を使っている。われわれは都
市のなかで顕在化した問題を「都市問題Jと名づけたが
ゆえに，それらの問題が「都市問題」であると思ってい
る。過去において社会が空間的な，そして場所に基づい
て構造をもっていたがゆえに，そして都市社会がもっぱ
ら都市に基礎を置いていたがゆえに，われわれは，今で
も場所というものが社会的システムの必要な属性であ
ると考えている。
このような考えは大変な誤りであり，その結果，原因
が地方的なものではなく個々の都市では処理できないよ
うな問題に対して，われわれは地方的な解決策を求めて
きた。われわれは，社会的混乱を解決するために都市建
設的手法を適用してみて，それらが有効でなかったこと
を発見して驚くのである。 (1社会病理的現象」を直すと
考えられた都市再開発は，われわれが犯した最も派手な
失敗かもしれない。)われわれは公共施設に巨額の投資
を惜しみなく行なったが，社会的サーピスの質と分配と
はなおざりにした。そして，われわれは，地方政府や州
政府の自治に関する特権を洗練された修辞や保護立法に
よって弁護し補強してきた。
都市犯罪，貧困，失業，崩壊家庭，人種暴動，麻薬中
毒，精神病，少年非行，その他現代都市を特徴づけてい
る一般によく知られた「社会病理的現象」のいずれを取
り出してみても，その原因と治療方法が都市のなかにあ
るものはない。われわれは，発生の原因が地方的でない
問題に，地方的な解決策を考え出すことを望むわけには
いかないし，原因が場所や地理とは無関係な問題を，地
域的に限定された政府が有効に処理できるとも考えな
い。統一的な物的施設のデザインに適した土木工学や都
市計画の概念と方法は，多元的，流動的社会の社会変革
のデザ、インに役立つよう利用することはできない。洗練
され，急速に進歩する科学と技術，複雑な社会組織，そ
して内部的に統一された社会的過程をもった，新しく出
現しつつある社会では，地理的距離と地理的場所の影響
力や意義は急速に低下している。」
(ウェパー 1970:4-6) 
(2) 大規模社会
「文化の普及によって，移民，都市居住者，そして農
村居住者は全国的な都市社会のなかに統合されているの
であるが，文化の普及はすべてのアメリカ人に一様にお
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よんでいるわけではない。一つの極には，地球全体を居
住地とするような知的エリートと企業エリートがいる。
他方の極には，空間的にも思考の上でも制約された世界
に住む，下層階級の都市，農村居住者がいる。中流階級
を形成するわれわれの大部分は，両極の間のいずれかの
点に位置しているわけだが，われわれはみな，生活のい
くつかの側面で，祖先が送っていた地方的な生活からコ
スモポリタンな生活へと移行しつつあるように思われ
る。
コスモポリタンの特徴は，高い教育水準と高度に専門
化された職業である。航空機と長距離電話をしばしはち利
用するかれらは，空間的には散在した仲間たちとかれら
の聞を連絡するコミュニケーションのネットワークに密
接に結びついている。かれらは，科学，政治，産業の専
門誌に寄稿し，それらの読者であり，かれらの活動と関
係のある情報資源が地理的にどこに存在しようとも，ま
たかれらがどこに住んでいようとも，情報資源との接触
を保つのである。ある種のコスモポリタンは，主として
物的な製品を生産している会社に雇われているかもしれ
ないが，かれらが取り扱っているのは情報と観念なので
ある。かれらは，社会的発展のエンジンの燃料となる情
報や観念を生産している。国際的なコミュニケーション
回絡を利用している人々にとっては，都市の効用は，都
市が情報に富んでいるという点にある。かれらがいかに
都市を利用しているかをみるならば，都市の根本的な性
格が最も明瞭に示されるであろう。かれらにとって，都
市とは，根本的には，人間の相互作用を仲介する巨大な
コミュニケーションの交換台なのである。」
(同書:8-9) 
5. 都市と国際システム K・ボウルディング
Kenneth E. Bouldingは，コロラド大学教
授の経済学者というより社会科学者(1910一
〕。本稿使用書は「都市と国際的システム」
(星野郁美訳)， M ・マイヤーソン編『脱都市
時代.Il(鈴木二郎=林雄三郎，他訳)，鹿島出
版会， 19700 
(1)都市のコミュニティ喪失
r...今世紀以前には，コミュニティは，かなり明確
に限定された地理的な構造をもっていた。とくに政治的
な役割においては，市民は，明確に限定された地域コミ
ュニティに属しており，それが村，町，市のいずれであ
るにせよ，地域コミュニティに対してある愛着と義務を
感じていた。この地域コミュニティの外側には，郡や州、|
などのような広域的な政治組織があり，さらにその外側
には国があった。」
「現代世界の衝撃が，地域コミュニティ，とくに都心
に対する忠誠を減少させることは疑う余地がない。移動
性の増大がこのことを保証している。人びとが，自分が
生まれ，先祖代々住んでいた場所に一生住んでいた時代
には，地域コミュニティとの強い緋が存在した。現代社
会では，生まれた場所に住んでいる人はほとんどいない
し，人びとは一生の問に何回も住所を変える。このよう
な状況のもとでは，なにか特別のものとしての地域コミ
ュニティに対する忠誠意識は減退する。地域的な政治コ
ミュニティを維持するためには，忠誠心、や感情に頼るだ
けではだめであろう。政治コミュニティは，必要な支持
を獲得するために，政治の専門職業化と取引きの利用と
に依存しなければならないであろう。今日の都心の大問
題は，だれでも承知しているように，都心についての決
定を行なう人たちがそこにはもはや住んでおらず，自ら
をそのコミュニティの一部であるとは感じていないとい
うことである。したがって，意思決定の単位としての都
市は実際には解体しつつある。都市は社会的有機体であ
ることをやめ，地域コミュニティに影響を及ぼすような
決定は自分で行なうという組織構造を欠いた，偶然的な
人口集団となりつつある。このことは，たとえば，銀行，
金融，会社経営の領域においてはっきりと現われてい
る。そこでは，特定のコミュニティに重大な影響を与え
る決定が，そのコミュニティを一度もみたこともない人
びとによってなされている。このことは，国際的システ
ムにおいてはいっそう劇的な形を取って現われている。
そこでは，ホワイト・ハウスにいる 1人の人間の決定に
よって地球の反対側にある都市の住民がことごとく焼き
殺されてしまうのである。われわれは，都市が文明を育
んだ段階から，都市が自分では支配できないカの犠牲者
となり，企業あるいは国家の野心という祭壇に捧げられ
る生賛の仔羊となってしまった世界へと移行したのであ
る。大きな危険は，地域コミュニティの意識が，地域の
住民と地域の意思決定者が抱く無カ感によって完全に蝕
まれてしまうことである。それは，都市が文字どおり分
解してしまうような事態をっくりだすことができる。都
市はだれも愛さないものとなり，だれも愛さないものは
死ぬであろう。」
(ボー ルデ、イング1970: 31-32) 
(2) 都市コミュニティの再建
「問題の核心は，なんらかの意思決定の力をもった人
を集めない限り，われわれはコミュニティをもつことが
できないということである。都市の無力さ，意思決定の
単位としての不適正さが都市の衰退をもたらしている。
すでに述べたように，都市の無力さは，それが経済的・
政治的・軍事的意思決定における人質となっていること
から生まれるのである。郊外のほうが都心よりずっと恵
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まれた条件にある。比較的に小さな単位がなんらかのコ
ミュニティ意識をもつことは容易であり，少なくとも，
郊外は自分の運命を左右する力を都心よりも少しばかり
多くもっている。戦争の場合，郊外のほうが破壊される
可能性は幾分小さいであろう。郊外の経済的基盤は，そ
の住民が広い地域にわたって通勤するにつれて多様化す
るであろう。したがって，郊外の運命は人の意思決定者
の手中にはない。郊外の地方自治体，教育委員会，その
他のコミュニティ機関は，それらが奉仕する住民からし
ばしば多くの支持と関心を集めることができる。」
(同書:33) 
「都市を世界的コミュニティのなかに統合するという
問題は，都市を地域的に再編成するという問題よりも，
はるかに困難である。それにもかかわらず，制度として
の都市の未来は，社会生活のいかなる側面よりも，国際
的システムの未来に，より多く依存するであろう。社会
生活のいかなる側面にもまして，国際的システムが，都
市を破壊している。破壊の方法は，爆撃という物理的な
形をとることもあれば，都市から問題解決の能力を奪っ
てしまうという形をとることもあるが，後者のほうが重
大である。国際的システムと軍需産業に頭脳が流出した
ことが，都市にごくわずかの注意しか払われず，そして
都市再開発や公営住宅といった方面にいくらかでも注意
が払われたとしても，大体失敗に終わってしまった主要
な理由の一つなのである。都市再開発も核兵器による破
壊も国家が行なうものである。それらは，都市の生命と
コミュニティという柔らかい生態学的構造を無視して，
はるかかなたから都市に投げつけられた電撃である。」
(同書:34) 
(3) 国際的システムにおける都市
「個人主義と集団主義というこつの政治的『様式』を
構造的にも哲学的にも総合し調和させることは，おそら
く，現在の発展段階における人類の最も大きな長期的問
題にちがいない。都市あるいは少なくとも都市的集団
は，この問題が解決されあるいは解決されていない主要
な領域の一つである。未来に対してなんらかの明かるい
希望をもたせてくれるほとんど唯一の理由は，コミュニ
ケーションと人口の集中が人間の学習過程を促進すると
いうことである。文明の時代には，都市への人口集中が
知識の拡大に確実に貢献した。それは，この集中がコミ
ュニケーションの促進をもたらしたからであった。農村
の孤立は，農村の後進性の鈍重さをもたらす。 (trustic"，
ttbuolic"…・・・に対する "civilizedヘ“civilヘtturbane"， 
"civiliant...という言葉が含んでいる意味は，都市的コ
ミュニケーションの容易さから生まれた価値観を示唆し
ている。農村は伝統的な美徳の保管場所かもしれない
が，新しい観念は邪悪な都市から生まれるのである。そ
れゆえ，新しい観念，新しいイデオロギー，新しい哲学，
新しい技術を生みだした都市は，歴史的に，国際的シス
テムにおいても，社会的システムのあらゆる側面におい
ても変化の主要な源泉であった。アダム・スミスが指摘
したように，都市は農村を向上させる。今日の都市の衰
退は，農村的な美徳あるいは農村的な無知へ復帰するこ
とを意味しない。それは，全世界が都市化する兆である。
コミュニケーション革命は，事実上，世界都市をつくり
だし，そのことが地方都市が衰退している理由なのであ
る。それゆえ，われわれは，新しい知識，新しい観念，
そして国際的システムの変貌を待ち望むべきである。こ
れらのものが，世界の知識過程から生まれる安全保障を
われわれわれに与えてくれるであろう。
この過程にとって不可欠の鍵は，都市居住者の心のな
かに，かれが都市の成員であり，さらに，世界都市の成
員でもあるという自意識が発展することである。都市の
まだ使用されていない交渉力は大きいのである。なぜな
ら，都市は現在無秩序であるが，都市が世界的コミュニ
ケーション・ネットワークの焦点，あるいは結節点とな
ることは避けられないからである。……情報の輸送のほ
うが商品の輸送を追い越しJ始めている現代世界では，都
市は，それがコミュニケーション・ネットワークに占め
る位置のゆえに，大きな力をもっている。このカがまだ
利用されていないのは，都市がそれを自覚していないか
らである。……農村と軍部の根本的に後向きな，あるい
は破壊的な傾向に対抗して，各都市が，人類の建設的，
発展的なカを代表する世界都市コミュニティとしての共
通の自意識を高めることである。われわれのモットー
は，それゆえ， r万国の都市よ，団結せよノ 諸君は，ス
ラム，貧困，軍事的破壊以外に失うべき何物ももってい
ない/Jとなるべきである。短期的な悲観論が追いつい
てこないうちに，わたくしは，ささやかな長期的な楽観を
もってこの論文に終止符を打った方がよさそうである。」
(同書:37-38) 
6. 都市の記号学 H. JレフェーブIレ
Henri Lef色breはフランスのマルクス主義的
哲学者，本稿使用書は『都市への権利JI(森
本和夫訳)，筑摩双書， 1969。
1 r都市の記号学」
(l)制度・作品としての都市
r ..…都市は，ひとつの中間部，近い秩序と呼ばれる
もの(大きさも組織化や構造化の程度もさまざまな集団
のなかにおける諸個人の関係，これらの集団のあいだの
関係)と遠い秩序すなわち大きくて強力な制度cr教会J，
「国家J)とか成文化された法規や成文化されない法規と
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かく文化〉やさまざまの意味する総体とかによって規制
される社会の秩序との途中に位置するのである。遠い秩
序は，かの〈上位の〉水準，すなわち権力を付与された
水準に設立される。それは自分を押しつける。抽象的，
形式的，超感覚的で一見したところ超越的なこの秩序
は，イデオロギー(宗教的，政治的〉の外側では考えら
れない。それは，道徳的および法律的な原理を含んでい
る。この遠い秩序は，実践的=感覚的な現実のなかに投
影される。それは，そこに書き込まれることによって，
見えるものとなるc この秩序は，近い秩序のなかで，近
い秩序によって，説得する。このことが，その強制j的な
カを補うのである。この秩序は，直接性によって，直接
性のなかにおいて，明白なものとなる。都市，それはさ
まざまな媒介のなかのひとつの媒介である。都市は，近
い秩序を内包しつつ，それを維持し，生産や所有の諸関
係を保持する。都市は，それらの関係の再生産の場であ
る。都市は，遠い秩序のなかに内包されつつ，その秩序
を支え，それを体現し，それを地所(風景)の上に，面
の上，直接的生活の面の上に投影し，それを記文し
プレスタリール
それを処方し，考察によらなければそのようなものと
して捉えることのできないより大きな文脈のなかにあ
るテクストとして，それを書く〔コリJoJ
〔ルフェーブル1969;70ー 71)
「都市は，たんに相対的に連続的な〈総体的過程;:TC交
換におけるその諸帰結をともなった時代の経過のなかの
物質的生産の増大，あるいは合理性の発達のごとき)に
応じて変貌するばかりではなく，また生産様式における
〈都市=田舎〉の関係、における，階級や所有の関係にお
ける深い変化にしたがっても変貌する。ここでは，正し
い進み方は，最も一般的な知識から，歴史的な過程や非
連続に関する知識へ，それらの知識の都市のなかへの投
影あるいは屈折へと，そしてまた逆に，都市現実に関す
る特定的・特殊的な知識から，それらの総体的な文脈へ
と赴くことである。
都市とか都市的なるものとかは，階級や所有の関係か
ら由来する諸々の制度なしには理解されることができな
い。不断の作品であり行為である都市それ自身，特殊な
制度，すなわち自治体を生み出す。最も一般的な制度，
すなわち国家とか支配的な宗教やイデオロギーとかに属
する制度は，それらの所在地を政治的，軍事的，宗教的
都市のなかに持っている。それらの制度は，そこで，行
政的・文化的な独自的に都市的な諸制度と共存する。そ
のことから，社会の変化を貫いてのある種の注目すべき
連続が現われるのである。」
(同書;80) 
「そんなわけで，都市は作品であり，たんなる物質的
生産物よりはむしろ芸術作品に比すべきものである。都
市の生産とか，都市のなかにおけるさまざまな社会関係
の生産とかが存在するにしても，それは物資の生産であ
るよりは，人間存在による人間存在の生産および再生産
なのである。都市は歴史を持っている。都市は歴史の作
品，すなわち歴史的諸条件のなかにおいてこの作品を完
成するところのはっきりと確定された人々や集団の作品
である。諸々の可能性を許すものであると同時に限定す
るものであるそれらの条件は，それらの条件から，それ
らの条件のなかで，それらの条件によって生まれるもの
を説明するのに，けっして十分ではない。西欧の中世が
創り出した都市がそうであった。......J 
(同書;71-72) 
(2) I都市の記号学的分析」
「したがって I都市」の記号学は，この上なく大き
な理論的・実践的興味を呼ぶものである。 I都市Jは，
諸々の信号を発し，また受ける。これらの信号は，理解
され，あるいは理解されない(通信符号化され，解読さ
れ，あるいはされない〕。したがって， I都市」は，意味
するものと意味されるもの，意味と意義のごとき，言語
学から出た概念にしたがって捉えられることができる。
とはいえ I都市」を，諸々の意味や意義の，したがっ
て諸々の価値の体系〔唯一の体系)とみなすことができ
るためには，この上なく大きな留保や用心が必要であ
る。ここでも，他の場所でと同様に，いくつかの体系(あ
るいはこういった方がよければ，いくつかの下次体系〉
が存在する。しかも，記号学は，都市の実践的・イデオ
ロギー的な現実を汲みつくしはしない。意味の体系とし
ての都市の理論は，ひとつのイデオロギーへとむかう。
それは，<:;都市的なるもの〉を〈意味するもの=意味さ
れるもの〉という関係に帰着させることによって，そし
て，実際に知覚される諸々の意味から出発して外挿法を
行うことによって，く都市的なるもの〉を，その形態論
的土台から，社会的実践から，切り離すのである0・…・・」
「本当は，記号学的分析は，多数の水準や次元を区別
しなければならない。都市の諮り，すなわち，街路とか
広場とか空地とかを通過し，そこで起っていること，そ
こで語られていることが存在する。都市の言語体，すな
わち，述語のなかで，身振りや衣裳のなかで，言葉とか
住民たちによる言葉の使用とかのなかで表現されるとこ
コノタシオン
ろの或る都市に固有の諸特性が存在する。従属的意味の
デノタイフ
言語とみなし，表示的体系(ここでイエルムスレウ〔構
造言語学の開拓者のひとりとみなされるデンマークの言
語学者。 1899ー 〕とグレマス〔リトワニア生まれのフラ
ンスの言語学者。パリ大学付属高等学術研究院歴史・言
語学部一般意味論研究科教授〕の用語を用いるならば)
の内部の第二次的な派生的体系とみなすことのできる都
市言語が存在する。最後に，都市の文章，すなわち，都
市の獲の上とか，諸-々の場所の配置やそれらの連鎖とか
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のなかに記入され処方されるもの，つまり都市のなかに
おける都市の住民たちの時間割が存在する。
記号学的分析はまた，諸々の水準，すなわち，意義素
あるいは意味ある要素(直線あるいは曲線，表示法，入口
や門や窓や隅や角などの基本的形態)の水準一一形態素
あるいは意味する物体(家屋，街路など)の水準一一そ
して最後に，都市そのものをも含む意味する総体あるい
は超=物体の水準を，区別しなければならない。
どのようにして総体性が意味されるか(権力の記号学〉
一一どのようにして都市が意味されるか(これが本来的
に都市的な記号学である〕一一そして，どのようにして
諸々の生き方や住み方が意味されるか(これは日常生活
の記号学であり，居住することや居住地の記号学である〕
を研究しなければならない。自然から，すなわち地方や
風景(たとえば樹木〕から由来する諸々の意味を捕えて
提示するものとしての都市と，記号の消費の場所として
の都市とを混同することはできない。それは，祭りと通
常の消費とを混同することになるであろう。」
E 都市への権利
(1)都市の定義
(同書:94-97) 
「ここで，都市を定義しておくべきであろう。概念は
それを運搬する諸々のイデオロギーから徐々に取り出さ
れるのだというのが正確であるならば，概念はこの歩み
の途上において定式化されるはずである。したがって，
われわれはここで，地所の上への社会の投影，すなわち
たんに感覚的な風景の上ではなくて，都市や都市的なる
ものを規定するところの，思惟によって知覚され構想さ
れる特殊的な平面の上へめ，社会の投影という都市の最
初の定義を提案する。この定義をめぐる長い議論が，そ
の欠陥を示した。まず，それはいくつかの補充的な明確
化をうながす。記入され投影されるのは，たんに遠い秩
序，社会的総体性，生産様式，一般的規範だけではなく
て，またひとつの時間あるいはむしろ諸々の時間であり，
リズムでもある。都市は，ひとつの論述的な文章のよう
に読まれるのと同様に，ひとつの音楽のように聴かれる
のだ。第二に，この定義は，いくつかの補足をうながす。
それは，ある種の歴史的，穏属的あるいは発生論的な相
違を明るみに出すけれども，他の現実的な相違，すなわ
ち歴史から由来する都市の諸々の裂のあいだ，都市のな
かにおける分業の諸結果のあいだ，なお存続する〈都市
=領土〉という関係、のあいだの相違を傍に放置してい
る。そこから，おそらく最初の定義を破壊しはしない第
二の定義が生まれる。それは，諸都市聞の相違の総体とし
ての都市という定義である。こんどはまた，この規定が
不十分なものとして現われる。一般性によりはむしろ特
殊性に力点を置きながら，この定義は，都市生活の諸々
の独特性，都市の諸々の生き方，本来的な意味での都市
に住むことを無視しているのである。そこから，複雑性
による，さまざまなパターンとか都市生活のさまざまな
生き方とか(一戸建て，団地，共同所有，借家，日常生
活およびインテリ，職人，商人，労働者におけるその様
態など)の，都市的なるもののなかにおける共存や同時
性による，もうひとつの定義が生まれる。
これらの定義(社会的現実の諸水準と相関的な)は，
網羅的たらんとしているものではなく，他のさまざまな
定義を排除しはしない。もしもある理論家が，都市に，
欲望と欲求とのあいだ，満足と不満足とのあいだの対決
や関係(葛藤的〉を見るとしても，そして彼が都市を〈欲
望の場所〉として描くにまで至るとしても，これらの規
定は，検討され，考察のなかに取り入れられるであろ
う。それらが心理学というひとつの細分化された科学の
領域に限定される意味をしか持たないということは確か
ではない。そのうえ，都市の歴史的役割，すなわち諸々
の過程(交換や市場，知識や資本の蓄積，これらの資本
の集中)の促進とか諸々の革命の場所とかを強調しなけ
ればならないであろう。
こんにち，諸々の決定の中心となることによって，ある
いはむしろ決定の諸中心を寄せ集めることによって，現
代都市は，社会全体の(たんに労働者階級のみならず非
支配者的な他の諸々の社会階級の)搾取を組織すること
によって，その搾取を強化している。このことは，現代都
市は生産や資本の集中の受動的な場所ではなくて，<都
市的なるもの〉はそれなりに生産のなかに(諸々の生産
手段のなかに)参加しているということを意味する。J
(同書:85-87) 
(2) 都市への権利の意味
「かなり奇妙なことだが，自然への機手IJ(田舎とか
〈純粋の自然〉とかへの権利〉が，何年か前から，余暇
のおかげで，社会的実践のなかへ入っている。それは，
都市の騒音や疲労や〈収容所的〉世界にたいする，いま
や陳腐となった非難(都市が腐敗し，破砕しているとき
に)を通じて進行した。奇妙な進行とわれわれはいう。
というのも，自然が交換価値のなかに入り，商品のなか
に入っているのだからである。自然が，買われ，そして
売られるのだ。商業化され，工業化され，制度的に組織
された余暇は，ひとが取引きしたり売物にしたりするた
めに係わり合うこのく自然性〉を破壊する。〈自然>，
あるいは自然と称されるもの，自然から生き残るもの，
これらは余暇のゲットー，享楽の切り離された場所，<創
造性〉の隠れ家となる。都会人たちは，たとえ都市性を
もたらしはしないにせよ，彼等とともに都市的なるもの
を運搬する/ 彼等によって植民地化されて，田舎は諸
々の美質，すなわち農民生活の諸々の特性や魅力を失っ
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た。都市的なるものは，田舎を劫掠する。この都市化さ
れた田舎は，住民や居住地や居住することの大きな悲惨
の極端な場合である剥奪された田舎性に対置される。自
然への権利とか田舎への権利とかは，みずから自己を破
壊するのではなかろうか。
この権利あるいは擬似=権利にたいして，都市への権
利は，訴えとして，要請として，告知される。驚くべき
迂路一一郷愁，観光，伝統的都市の中枢への回帰，現存
する，あるいは新たに精錬される中心性の訴えーーーを通
って，この権利はゆっくりと進行する。自然の要求は，
段損されたまま刷新されていない都市，<本当に〉存在
する以前に疎外された都市生活を逃れようとする傾向と
して，間接的に発言される。自然への欲求や〈権利〉は，
都市への権手IJに逆らうものだが，それを避けることには
成功しない。(このことは，破砕した都市の繁殖を前に
して，広大な〈自然的〉空間を守るべきではないという
ことを意味しはしない。〕
都市への権利は，たんなる伝統的な諸都市への訪問あ
るいは回帰の権利として構想されることはできない。そ
れは，変貌させられ，刷新された都市生活への権利とし
てしか定式化されることができない。出会いの場所であ
り，使用価値の優位性であり，諸々の財貨のなかの至高
の財貨の位へと昇った時間の空間のなかへの刻み込みで
ある〈都市的なるもの〉が，その形態学的土台，その実
践的感覚的実現を見出しさえするならば，都市の織り目
が田舎とか農民生活から生き残っているものを締めつけ
るとしても，たいしたことではない。このことは，科学や
芸術の資源を用いての都市や都市社会の完全な理論を予
想する。ただ労働者階級のみが，この実現の行為者，担い
手，あるいは社会的な支えとなることができる。……」
(同書:173-175) 
「都市への権利は，自由への権利，社会化のなかにお
ける個人化への権利，居住地とか居住することとかへの
権利などといった諸々の権利のなかの上位の形態として
あらわれる。作品へ(参加する活動へ)の権利や我有化
への権利(所有への権利とははっきりと区別される)は
都市への権利のなかにふくまれる。」
(同書:203-204) 
